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【
要
約
】
　
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
研
究
も
ま
た
、
啓
蒙
思
想
自
体
を
先
進
的
西
欧
か
ら
後
進
的
東
欧
へ
の
波
及
・
伝
播
過
程
で
把
握
さ
れ
が
ち
な
伝
統
的
構

図
の
確
立
に
多
大
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
本
論
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
駆
的
啓
蒙
君
主
ン
シ
チ
ソ
ス
キ
に
体
現
さ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世

紀
的
伝
統
に
光
を
当
て
、
彼
と
代
表
的
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
家
と
の
交
流
を
主
軸
に
東
西
知
的
交
流
の
場
で
の
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
像
の
再
構
成
を
試
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
そ
の
結
果
、
啓
蒙
思
想
家
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
原
像
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
1
ー
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
の
先
駆
的
フ
ラ
ン
ス
拠
点
構
築
と
い
う
点
で
鮮
明
に

し
、
そ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
投
影
を
検
証
で
き
た
。
ま
た
、
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
を
先
駆
的
啓
蒙
君
主
た
ら
し
め
た
基
本
的
条
件
は
そ
の
文
筆

活
動
に
よ
る
内
外
二
分
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
接
合
を
体
弔
し
た
点
に
あ
る
と
し
、
そ
の
「
ポ
…
ラ
ン
ド
統
治
論
」
を
『
自
由
の
声
』
で
結
実

さ
せ
た
彼
が
、
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
を
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
『
法
の
精
神
』
で
充
足
さ
せ
る
こ
と
を
期
し
た
背
景
を
も
掘
り
下
げ
た
。
従
来
の
伝
統
的
な
啓

蒙
思
想
像
に
は
修
正
さ
れ
て
よ
い
余
地
が
あ
る
ば
か
り
か
、
国
際
関
係
的
視
点
の
必
要
性
を
も
指
摘
し
た
。
　
　
史
林
七
〇
巻
二
号
　
一
九
八
七
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
や
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
な
ど
で
形
成
を
み
た
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
は
、
一
八
世
紀
中
頃
に
そ
の
黄
金
期
を
迎
え
る
。
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
…
『
法
の
精
神
』
、
ル
ソ
ー
『
学
問
芸
術
論
』
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
『
世
界
史
』
刊
行
は
も
と
よ
り
、
ビ
ュ
フ
ォ
ン
『
博
物
誌
』
や
『
百
科
全

書
』
の
継
続
刊
行
も
着
手
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
…
『
ペ
ル
シ
ア
人
の
手
紙
』
か
ら
ル
ソ
ー
『
社
会
契
約
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

刊
行
ま
で
の
約
半
世
紀
を
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
最
盛
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
時
期
は
、
ル
イ
一
五
世
統
治
時
代
と
並
ん
で
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
。
。
鏡
巳
ω
富
芝
G
d
O
σ
q
ロ
鋒
p
≦
い
①
ω
N
。
N
旨
ω
匹
（
一
六
七
七
1
一
七
六
六
、
ボ
ー
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②

ラ
ン
ド
王
在
位
一
七
〇
四
1
0
九
、
三
三
－
三
六
、
ロ
レ
ー
ヌ
公
在
位
三
七
－
六
六
）
の
後
半
生
に
も
相
当
し
た
と
い
い
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
最
西
端
出
身
の
一
辺
境
伯
は
北
方
戦
争
時
に
ロ
シ
ア
支
持
の
ザ
ク
セ
ン
王
朝
ア
ウ
グ
ス
ト
ニ
世
に
敗
れ
て
第
一
次
王
位
継
承
に
失
敗

し
、
一
九
年
以
降
は
ア
ル
ザ
ス
で
摂
政
ナ
ル
レ
ア
ン
公
の
年
金
受
給
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
生
活
の
場
を
確
保
し
て
い
た
だ
け
で
は
な
い
。
二

四
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
擁
立
の
再
王
位
継
承
候
補
と
な
り
、
翌
二
五
年
の
ル
イ
一
五
世
と
そ
の
一
人
娘
マ
リ
ア
嵐
窪
β
い
Φ
。
。
N
。
N
旨
ω
冨
（
一
七
〇

三
一
六
八
、
フ
ラ
ン
ス
王
妃
在
位
二
五
i
六
八
）
と
の
結
婚
を
機
に
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
城
滞
在
期
（
一
七
二
五
i
三
三
）
を
迎
え
、
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
と
の
姻

戚
関
係
を
通
じ
て
確
固
と
し
た
地
位
を
確
立
す
る
に
い
た
っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
れ
の
み
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
で
の
再
度
失
脚
・

後
は
ウ
ィ
ー
ン
和
約
に
よ
り
ロ
レ
ー
ヌ
公
と
し
て
善
政
を
施
す
か
た
わ
ら
、
終
生
学
芸
保
護
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
ば
か
り
か
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙

思
想
家
を
保
護
し
、
東
西
知
的
交
流
を
強
力
に
推
進
し
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

　
本
論
は
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
を
主
題
に
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
研
究
の
一
環
を
な
す
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
国
の
啓
蒙
思
想
は
、
一
般
的

に
ポ
ト
ツ
キ
『
ア
ル
ジ
エ
ニ
ス
』
類
．
℃
♀
o
。
に
抄
鼠
薦
§
ミ
＆
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
一
六
九
七
）
な
ど
を
先
駆
に
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
主
著
『
自
由
を
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

障
す
る
自
由
の
声
』
勲
8
§
§
聴
§
ミ
。
膝
さ
馬
憩
§
ミ
皆
曼
（
刊
行
地
不
明
、
一
七
一
三
二
　
乃
至
ナ
ン
シ
ー
、
一
七
四
三
ま
た
は
四
九
）
や
ガ
ル
チ

ン
ス
キ
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
圏
の
解
剖
』
G
Q
．
Q
舘
o
N
団
渉
ω
置
”
鼠
ミ
ミ
。
§
ミ
物
錯
“
登
臨
。
愚
。
ミ
ミ
、
ミ
防
註
ミ
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
一
七
五
一
）
、
そ
れ
に

コ
ナ
ル
ス
キ
『
議
会
の
効
果
的
運
営
』
の
け
・
渓
。
コ
鴛
の
貫
O
簑
ミ
ミ
§
陵
§
§
織
愚
8
。
竃
馬
（
ワ
ル
シ
ャ
ワ
、
一
七
六
〇
1
六
三
）
な
ど
で
最
盛
期

を
現
出
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
コ
ウ
ォ
ン
タ
イ
や
ス
タ
ー
シ
ツ
の
本
格
的
著
作
活
動
を
み
る
一
八
世
紀
末
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。
こ
れ

だ
け
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
先
駆
性
や
指
導
性
は
歴
然
た
る
観
が
あ
る
。
そ
う
し
た
事
実
は
、
必
然
的
に
啓
蒙
思
想
・
運
動
自
体
が
先

進
的
西
欧
か
ら
後
進
的
東
欧
へ
の
波
及
・
伝
播
過
程
で
把
握
・
理
解
さ
れ
が
ち
な
伝
統
的
構
図
を
、
よ
り
説
得
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
の
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
論
の
主
事
的
は
・
う
し
た
構
図
が
無
条
件
に
容
認
さ
れ
続
け
て
よ
い
も
の
か
を
、
敢
え
て
間
・
・
と
に
あ
・
．
鯛

そ
れ
は
、
啓
蒙
思
想
．
運
動
が
本
質
的
に
は
国
境
を
越
え
た
も
の
で
あ
り
、
国
際
関
係
的
諸
契
機
も
否
定
し
難
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
基
本
　
4
5



　
　
④

的
認
識
に
よ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
結
実
し
た
諸
成
果
の
思
想
史
優
先
的
な
狭
義
の
研
究
対
象
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
義
の
変

革
的
社
会
運
動
と
し
て
総
体
的
に
把
握
・
理
解
さ
れ
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
閥
題
意
識
に
も
依
拠
し
て
も
い
る
。
以
上
の
よ
う
な

立
脚
点
に
立
ち
、
以
下
に
本
論
の
具
体
的
な
検
討
課
題
を
列
挙
し
て
み
た
い
。

　
先
ず
、
先
駆
的
啓
蒙
君
主
レ
シ
チ
ン
ス
キ
に
も
体
現
さ
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
自
体
は
、
た
ん
に
先
進
的
西
欧
啓
蒙
思
想
の
延
長
線
上

で
の
み
把
握
・
理
解
さ
れ
て
よ
い
も
の
か
、
と
い
う
根
本
的
疑
念
の
解
明
が
課
題
と
な
り
う
る
。
そ
の
理
由
は
、
国
内
的
源
流
に
カ
ジ
ミ
ェ
シ

ュ
大
王
時
代
の
一
四
世
紀
的
伝
統
を
粗
漏
に
こ
れ
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
の
伝
統
、
つ
ま
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀

的
伝
統
を
無
視
し
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
国
外
的
源
流
と
さ
れ
る
も
の
も
実
は
反
宗
教
改
革
期
一
七
世
紀
を
通
じ
、
オ
ラ
ン
ダ
や

イ
ギ
リ
ス
に
離
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
の
中
核
的
推
進
勢
力
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
国
が
結
実
さ
せ
た
も
の
も
無
視
で
ぎ
な

　
　
　
　
　
　
⑤

い
か
ら
で
も
あ
る
。
従
っ
て
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
を
最
初
に
取
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
を
経
由
し
た
離
散
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的

伝
統
の
レ
シ
チ
ン
ス
キ
へ
の
接
合
過
程
を
検
証
す
る
。

　
次
に
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
を
先
駆
的
啓
蒙
君
主
た
ら
し
め
た
基
本
的
条
件
を
め
ぐ
り
、
そ
う
し
た
内
外
二
分
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の

主
体
的
接
合
を
体
現
し
た
点
で
検
討
を
試
み
た
い
。
彼
自
身
は
、
旧
制
度
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
と
対
決
し
た
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
と
の
姻
戚
関

係
か
ら
フ
ラ
ン
ス
統
治
に
も
無
関
心
で
は
あ
り
え
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
彼
が
、
そ
の
行
動
を
通
じ
て
家
系
的
伝
統
に
培
わ
れ
た
ポ

ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
正
統
的
継
承
者
と
な
り
、
他
方
で
は
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
思
想
の
積
極
的
摂
取
に
よ
る
後
半
生
の
文
筆
活
動
に
よ
っ

て
そ
の
基
本
的
条
件
を
満
た
す
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
を
主
題
に
所
期
の
目
的
を
果
た
し
た
い
。

　
最
後
に
、
こ
う
し
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
の
交
流
関
係
を
も
徹
底
的
に
堀
り
下
げ
た
い
。
そ
の
動
機
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド

統
治
論
」
を
『
自
由
の
声
』
で
結
実
さ
せ
た
彼
が
、
念
願
に
し
た
は
ず
の
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
を
な
に
で
充
足
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
か
、
と

い
う
問
題
に
焦
点
を
絞
り
た
い
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
両
者
の
ほ
ぼ
同
時
刊
行
の
両
主
著
、
つ
ま
り
『
自
由
の
声
』
と
『
法
の
精
神
』

の
成
立
事
情
を
め
ぐ
り
、
こ
れ
ら
を
両
老
の
交
流
関
係
の
所
産
と
み
な
せ
な
い
も
の
か
を
検
討
し
、
さ
ら
に
後
者
こ
そ
が
レ
シ
チ
ン
ス
キ
念
頭
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の
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
に
該
当
し
た
の
で
は
な
い
か
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
以
上
の
諸
課
題
を
考
察
す
る
過
程
で
、
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
確
立
に
お
け
る
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
役
割
を
再
評
価
す
る
端
緒
が
見
出
せ
よ
う
。

そ
れ
と
並
ん
で
、
必
然
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
の
独
自
的
形
成
・
確
立
過
程
ぽ
か
り
か
、
そ
の
特
質
は
も
と
よ
り
、
そ
の
広
大
な
地
平
線

と
底
深
い
地
下
水
脈
に
も
触
れ
さ
せ
て
く
れ
よ
う
。
ま
た
、
西
欧
至
上
主
義
的
傾
向
と
国
民
史
的
立
場
が
支
配
的
な
啓
蒙
思
想
研
究
に
一
石
を

投
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
結
果
よ
り
鮮
明
な
啓
蒙
思
想
像
を
一
先
ず
提
示
す
る
こ
と
が
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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①
　

「
思
想
の
社
会
史
」
に
倥
…
点
を
当
て
た
森
原
隆
「
『
ト
レ
ヴ
ー
誌
』
と
フ
ラ
ン

　
ス
絶
対
王
朝
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
『
西
洋
史
学
』
一
三
八
、
　
一
九
八
五
に
よ

　
っ
て
も
、
ほ
ぼ
首
肯
で
き
よ
う
。

②
　
一
八
世
紀
前
半
以
降
刊
行
の
伝
記
類
や
人
物
研
究
の
成
果
は
、
戴
§
。
偽
ミ
＆

　
ミ
§
ミ
蔓
慧
奪
ミ
《
≧
§
黛
さ
噛
、
守
ミ
》
（
以
下
奏
と
略
記
）
、
H
点
く
℃
≦
拶
串

　
N
9
≦
p
、
お
＄
ム
O
鐸
く
’
b
。
9
南
α
し
。
に
詳
し
い
。
伝
記
刊
行
は
、
比
較
的
ド
イ
ツ

　
語
圏
の
も
の
が
先
駆
的
役
割
を
演
じ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
時
代
の
代
表
的
百
科
辞

　
典
N
ミ
ミ
憾
。
ミ
＆
9
u
ミ
肋
蔓
さ
建
ミ
繕
S
u
δ
駄
鼻
囲
尚
押
芝
碧
ω
鶏
毛
P
一
業
。
。
一
で
の

　
「
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
（
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
）
ー
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
、
ロ
レ
ー
ヌ
公
」

　
の
み
の
記
載
と
は
好
対
象
を
な
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
研
究
は
、
旨
諸
O
N
p
旨
㌣

　
乏
ω
臨
㌧
吻
ミ
ミ
防
茸
山
ぽ
欝
も
遷
誌
怨
こ
、
ミ
恥
ぎ
き
黛
ミ
ミ
器
＆
夏
道
掬
遷
N
§
㌧

　
H
山
H
”
≦
霞
。
。
墨
字
2
一
。
。
㎝
。
。
な
ど
の
先
駆
的
業
績
が
戦
後
の
代
表
的
成
果
な
N
驚

　
悶
①
置
8
塁
、
9
ミ
譜
き
き
密
羅
窃
燵
§
ミ
≦
δ
o
富
≦
－
戯
事
犀
ひ
’
く
し
詮
。
。
こ
巴
’
く
薦
p

　
い
Φ
〇
三
。
匿
、
鵠
。
智
§
ミ
。
竃
合
9
ミ
§
智
ミ
＆
卜
題
蟹
遣
轟
賜
筆
硯
。
。
ミ
磯
ミ
芯
ミ
磯

　
愚
偽
。
黛
畢
ぴ
H
占
押
↓
o
≡
臥
㌧
一
り
障
に
継
承
さ
れ
た
と
は
い
え
、
本
格
的
な
も
の

　
と
は
い
え
な
い
。
西
欧
諸
国
で
は
、
爵
。
塁
。
じ
ウ
。
嘱
9
恥
ミ
ミ
恥
ミ
仇
ト
塁
笥
遷
蕊
ミ
ミ

　
驚
壁
巳
篭
写
ミ
馬
養
円
転
§
ミ
§
§
、
勺
9
二
ρ
一
〇
。
㊤
g
。
で
代
表
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の

　
諸
業
績
が
貴
重
。
な
お
、
最
近
刊
行
の
｝
o
｝
舅
い
．
o
。
ロ
＃
o
戸
↓
ぎ
ミ
壽
恥
．
恥
ぎ
｝
四
ミ

　
欝
黒
鴨
ミ
“
磯
、
軌
O
ミ
ミ
蓉
貸
8
富
ミ
黛
ミ
暮
恥
℃
ミ
罫
節
§
塁
笥
§
．
同
7
0

　
q
段
＜
o
轟
津
望
勺
H
o
ω
も
備
。
臨
国
①
裂
け
口
。
犀
ざ
一
〇
Q
。
O
の
ご
と
き
ア
メ
リ
カ
の
研
一
究
成
果

　
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
が
、
啓
蒙
思
想
研
究
に
立
脚
し
た
本
絡
的
成
果
は
朱
だ
し
の

観
が
あ
る
。
邦
語
文
献
で
は
、
関
口
時
正
「
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
一
世
の
紀
伝
に
つ
い

　
て
」
『
比
較
文
化
雑
誌
』
（
束
工
大
）
一
、
一
九
八
二
、
一
〇
〇
－
一
一
一
頁
が
先

　
駆
を
な
し
、
同
「
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
｝
世
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
と
ロ
レ
ー
ヌ
及
び
バ
ー
ル

　
公
顯
」
同
上
『
雑
誌
』
二
、
　
一
九
入
四
、
　
一
－
一
五
頁
（
以
下
「
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス

　
一
世
」
と
略
記
）
と
に
限
ら
れ
る
。
な
お
、
前
者
は
研
究
動
向
を
概
観
す
る
上
で

　
参
照
さ
れ
て
よ
い
。

③
広
く
『
自
由
の
声
』
で
も
知
ら
れ
る
本
害
は
、
そ
の
刊
行
年
が
一
七
三
三
年

　
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
の
刊
行
年
に
は
諸
説
が
あ
り
、
数
版
が
刊
行

　
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
執
筆
者
に
も
ビ
ャ
ウ
ォ
ー
ゾ
ル
銀
．
即

　
b
コ
㌶
窯
O
N
O
同
（
p
－
一
七
四
九
）
説
や
ザ
ウ
ー
ス
キ
旨
〉
。
N
艮
窃
置
（
一
七
〇

　
二
一
七
四
）
説
な
ど
諸
説
が
あ
り
、
詳
し
く
は
、
国
旨
盲
昌
。
一
三
。
。
。
什
≦
0
3
≦
ω
匡
”

　
卜
薦
§
母
乳
冶
謎
石
塁
廷
丁
§
、
芝
ρ
噌
ω
N
聖
く
2
一
㊤
。
。
ω
㌧
℃
や
①
。
。
1
＝
膳
…
白
く
。

　
鐸
①
を
参
照
。
な
お
、
　
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
文
筆
活
動
は
後
者
℃
℃
．
鯉
α
1
邸
9
に

　
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
彼
以
外
の
人
物
や
業
績
な
ど
も
、
後
者
と
勺
。
㌃
ミ
吻
き
8
ミ
隷

　
豊
山
．
ξ
ミ
蝿
（
以
下
、
目
切
と
略
記
）
、
ゲ
×
×
＜
H
㌍
緊
座
ま
辛
≦
δ
。
坤
蝉
き

　
一
㊤
Q
。
？
お
◎
。
切
に
依
拠
し
た
。

④
」
・
H
・
ブ
ラ
ム
フ
ィ
ッ
ト
（
清
水
幾
太
郎
訳
）
『
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
入
門
山
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白
水
社
、
一
九
八
五
、
二
四
－
二
五
頁
参
照
。

⑤
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
、
す
で
に
拙
稿
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
の
源
流
」
『
京

都
産
業
大
学
論
集
』
一
四
…
一
、
　
　
九
八
四
、
　
一
t
三
三
頁
、
同
「
ポ
ー
ラ
ン

ド
兄
弟
団
と
形
成
期
西
欧
啓
蒙
思
想
ー
ロ
ッ
ク
研
究
へ
の
一
視
点
一
」
同
上

『
論
集
』
一
五
－
四
、
一
九
八
六
、
四
一
－
七
五
頁
（
以
下
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟

団
」
と
略
記
）
で
提
起
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
ハ
世
紀
的
伝
統

　
一
七
一
＝
年
刊
『
ペ
ル
シ
ア
人
の
手
紙
』
は
、
「
パ
ン
の
よ
う
な
売
行
き
を
示
し
」
　
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
光
輝
あ
る

一
頁
を
飾
っ
た
観
が
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
当
時
の
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
貢
献
は
無
に
等
し
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
者
を
最
初
に

取
り
あ
げ
る
理
由
を
列
挙
す
る
か
た
わ
ら
、
本
章
で
の
検
討
課
題
を
以
下
に
指
摘
し
た
い
。

　
と
り
わ
け
重
視
し
た
い
点
は
、
彼
と
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
の
交
流
が
ル
ソ
ー
を
含
め
た
こ
れ
ら
フ
ラ
ン
ス
三
大
啓
蒙
思
想
家
の
な
か
で
も
先
駆

を
な
し
た
ば
か
り
か
、
そ
の
頻
度
の
高
さ
に
あ
る
。
従
来
か
ら
軽
視
さ
れ
が
ち
な
こ
の
交
流
自
体
、
再
検
討
す
る
価
値
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
ば
か

り
か
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
そ
れ
に
先
行
し
た
こ
の
交
流
こ
そ
が
華
々
し
い
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
登
場
を
決
定
づ
け
、
そ
の
「
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ジ
ー
ム
に
投
ぜ
ら
れ
た
最
初
の
爆
弾
」
と
評
さ
れ
る
『
哲
学
書
簡
』
を
結
実
さ
せ
た
、
と
い
え
な
い
も
の
か
。
本
『
書
簡
』
は
、
啓
蒙
時
代
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ラ
ン
ス
に
と
っ
て
の
最
初
で
本
格
的
な
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
の
公
然
た
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
み
な
さ
れ
て
も
い
る
の
で
、
彼
の
先
駆
的
啓
蒙
思
想

家
と
し
て
の
原
像
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
を
抽
出
で
き
な
い
も
の
か
。
つ
ま
り
、
登
場
期
の
彼
が
演
じ
た
客
観
的
役
割
と
は
ソ
ッ
ツ

ィ
ー
二
派
の
先
駆
的
フ
ラ
ン
ス
拠
点
構
築
に
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
思
想
に
結
実
し
た
離
散
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
レ
シ
チ
ン
ス
キ

へ
の
中
継
過
程
で
も
説
明
で
き
な
い
も
の
か
、
と
い
う
諸
点
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
先
ず
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
」
な
る
概
念
を
改
め
て
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
上
「
黄
金
の

世
紀
」
と
称
さ
れ
る
そ
の
一
六
世
紀
は
、
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
王
朝
末
期
か
ら
選
挙
王
制
時
代
初
期
に
か
け
て
展
開
し
た
光
輝
あ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
と
宗

教
改
革
期
に
該
当
し
、
晩
年
の
エ
ラ
ス
ム
ス
も
、
当
時
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
「
こ
れ
ま
で
は
蛮
行
で
悪
名
が
高
か
っ
た
。
だ
が
今
や
学
術
・
法
綱

・
道
徳
・
宗
教
等
、
野
蛮
と
は
区
別
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
面
で
隆
盛
を
極
め
て
い
る
。
そ
の
水
準
は
第
一
級
か
つ
、
最
も
光
栄
あ
る
国
民
に
相
応



フランス啓蒙思想とレシチンスキの役割（中山）

　
　
　
③

す
る
ほ
ど
」
と
、
そ
の
役
割
に
期
待
を
か
け
た
世
紀
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
詩
人
コ
ハ
ノ
フ
ス
キ
、
政
治
思
想
家
モ
ジ
ェ
フ
ス
キ
、
天
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

学
者
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
三
大
人
文
主
義
者
を
輩
出
さ
せ
た
こ
の
世
紀
は
、
宗
教
改
革
の
面
で
は
そ
の
宗
教
的
寛
容
を
反
映
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

大
・
最
強
の
反
三
位
一
体
派
の
拠
点
を
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
に
よ
り
構
築
さ
せ
、
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
を
誕
生
さ
せ
た
。
従
っ
て
、
先
駆
的
ポ

ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
家
に
と
っ
て
も
こ
の
一
六
世
紀
は
誇
り
に
足
る
銘
記
す
べ
き
世
紀
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
再
生
を
希
求
し
た
ば
か
り
か
、

継
承
・
発
展
を
期
す
べ
き
価
値
の
あ
る
歴
史
的
世
紀
で
あ
っ
た
と
み
な
し
う
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
問
題
の
ソ
ヅ
ツ
ィ
ー
二
派
を
離
散
ポ
；
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
一
つ
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
実
体
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団

と
み
な
し
た
い
理
由
を
説
明
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
『
哲
学
書
箇
』
第
七
信
「
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
、
ま
た
は
ア
リ
ゥ
ス
派
、
ま
た
は
反
三
位
一

体
派
に
つ
い
て
」
で
知
り
う
る
よ
う
に
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
自
身
も
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
を
自
称
し
て
い
た
こ
の
異
端
派
の
概

念
ば
か
り
か
、
そ
の
歴
史
的
背
景
に
も
精
通
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
尚
更
で
あ
る
。

　
改
め
て
そ
の
形
成
過
程
を
辿
る
と
す
れ
ば
、
一
五
四
二
年
イ
タ
リ
ア
で
の
異
端
審
問
再
開
が
そ
の
端
緒
を
な
す
。
こ
れ
を
機
に
、
主
に
北
イ

タ
リ
ア
か
ら
ス
イ
ス
へ
離
散
し
た
こ
れ
ら
異
端
派
集
団
は
そ
こ
に
拠
点
構
築
を
試
み
た
が
、
そ
れ
は
五
三
年
の
カ
ル
ヴ
ィ
ン
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

人
反
三
位
一
体
派
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
処
刑
で
短
命
に
終
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
、
ス
イ
ス
で
危
難
を
脱
出
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
ゴ
ネ
シ
ウ
ス

℃
・
Q
o
器
ω
冒
。
。
を
指
導
者
に
本
格
的
教
団
結
成
を
み
た
の
が
六
三
年
、
宗
教
改
革
期
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
で
あ
る
。
当
初
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

リ
ト
ワ
ニ
ア
兄
弟
団
」
を
名
乗
っ
た
こ
の
反
三
位
一
体
派
集
団
は
七
三
年
、
同
国
南
部
の
拠
点
都
市
ラ
ク
フ
で
最
初
の
本
格
的
ラ
テ
ン
諸
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

教
理
問
答
集
を
刊
行
し
た
。
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
国
・
ω
o
N
N
一
巳
来
住
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
　
一
七
世
紀
初
頭
に
そ
の
全
盛
期
を
現
出
し
た
こ

の
兄
弟
団
は
、
ド
イ
ツ
来
住
の
ク
レ
ル
い
ρ
Φ
目
な
ど
の
貢
献
で
ラ
ク
フ
学
院
と
同
出
版
所
に
よ
る
国
外
布
教
活
動
さ
え
も
特
に
オ
ラ
ン
ダ
と

イ
ギ
リ
ス
向
け
に
精
力
的
に
展
開
し
た
。
前
者
で
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ス
派
を
通
じ
て
グ
啄
チ
ウ
ス
や
ベ
ー
ル
に
、
後
者
で
は
広
教
主
義
派
を
通
じ

て
ロ
ッ
ク
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
な
ど
の
支
持
を
獲
得
す
る
に
い
た
り
、
先
進
的
西
欧
啓
蒙
思
想
の
形
成
・
確
立
過
程
で
「
パ
ソ
種
」
の
ご
と
き
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
演
ず
る
道
を
開
い
た
と
い
い
う
る
。
反
宗
教
改
革
期
一
七
世
紀
を
通
じ
、
こ
の
兄
弟
団
が
「
テ
ー
ム
ズ
川
か
ら
ド
ニ
エ
プ
ル
川
に
か
け
て
」
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⑩

展
開
し
た
布
教
活
動
で
最
高
指
針
と
な
っ
た
教
義
体
系
こ
そ
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
版
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
教
理
問
答
集
』
（
ラ
ク
フ
、
＝
ハ
〇
五
）

と
、
『
ラ
ク
フ
教
理
問
答
集
』
で
も
広
く
知
ら
れ
た
後
続
刊
行
の
ラ
テ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
諸
版
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
児

童
向
け
ま
で
含
め
て
一
七
世
紀
に
約
一
〇
版
を
内
外
で
数
え
た
ラ
テ
ン
語
版
は
、
一
六
〇
九
年
刊
の
初
版
自
体
が
イ
ギ
リ
ス
国
王
へ
の
献
呈
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

目
的
に
翻
訳
・
刊
行
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
実
現
を
み
た
が
一
四
年
に
焚
書
に
付
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

派
へ
の
本
格
的
接
近
に
よ
る
先
駆
的
成
果
で
あ
る
『
ア
ン
リ
ヤ
ー
ド
』
が
、
彼
に
よ
り
一
七
二
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
王
妃
に
献
呈
さ
れ
た
時
よ

り
一
世
紀
以
上
も
慮
り
う
る
。
　
レ
シ
チ
ン
ス
キ
家
出
身
者
も
在
学
し
た
ラ
ク
フ
学
院
自
体
は
、
　
一
六
三
八
年
の
議
会
決
議
で
解
体
が
決
定
さ

れ
、
こ
の
兄
弟
団
弾
圧
が
強
化
さ
れ
る
に
い
た
る
が
、
　
こ
れ
に
最
後
ま
で
徹
底
的
抵
抗
を
試
み
た
の
が
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
祖
父
ボ
グ
ス
ワ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

bd

純
ﾐ
q
轟
訂
妻
（
一
六
＝
一
一
五
六
）
で
あ
っ
た
。

　
一
七
世
紀
中
頃
に
最
終
的
離
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
の
兄
弟
団
は
、
オ
ラ
ン
ダ
を
主
要
拠
点
に
そ
の
精
力
的
布
教
活
動
を
な
お
も
展
開
し

た
。
そ
れ
は
、
ラ
テ
ン
語
最
終
版
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
教
理
問
答
集
』
G
ミ
題
ぎ
蔑
隅
肉
＆
N
塁
帖
ミ
裳
§
、
巳
§
魯
ミ
窪
§
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
一

六
八
四
）
刊
行
時
ま
で
こ
れ
を
早
世
刊
行
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
英
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
両
界
刊
行
に
も
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
ソ
ッ
ッ
ィ
一
二
な

ど
の
主
要
著
作
を
「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
」
名
を
最
初
に
冠
し
た
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
文
庫
』
ヒ
ロ
帖
ミ
§
ぎ
§
ミ
ミ
喚
ミ
お
℃
ミ
§
ミ
ま
§
喝
ミ

§
帖
ミ
§
嵐
特
㌧
ミ
ミ
ミ
ミ
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
一
六
五
六
－
九
二
）
や
『
反
三
位
一
体
派
文
庫
』
衷
ミ
§
ぎ
§
眺
ミ
ミ
§
凡
鳳
ミ
ご
§
§
（
フ
ラ
ィ
シ

ュ
タ
ッ
ト
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
一
六
八
四
）
刊
行
で
も
、
そ
の
健
在
振
り
を
誇
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
歴
史
的
背
景
、
そ
れ
に
「
ソ
ヅ
ツ

ィ
ー
二
派
」
名
が
こ
の
異
端
派
に
対
す
る
他
称
乃
至
蔑
称
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
派
の
中
核
的
推
進
母
体
乃
至
勢
力
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄

弟
団
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
レ
シ
チ
ン
ス
キ
自
体
が
、
そ
の
先
駆
的
役
割
を
誰
よ
り
も
独
自
に
高
く
評
価
で
き
、
そ
れ
に
期
待
を
か
け

よ
う
と
し
た
先
見
性
も
、
こ
う
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
の
歴
史
的
背
景
と
家
系
的
伝
統
を
踏
ま
え
た
か
ら
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、

親
ソ
ヅ
ッ
ィ
ー
旧
派
的
立
場
に
な
り
え
た
彼
は
こ
の
派
を
「
啓
蒙
の
一
八
世
紀
」
の
先
導
者
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
直
系
的
継
承

老
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
た
に
違
い
な
い
。
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こ
の
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
は
、
そ
の
後
も
「
目
に
見
え
る
形
で
は
激
減
し
た
」
も
の
の
、
「
目
に
見
え
な
い
記
し
で
は
む
し
ろ
増
殖
し
つ
つ
あ

　
⑭つ

た
と
さ
れ
、
検
閲
時
代
フ
ラ
ン
ス
で
も
最
大
の
危
険
分
子
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
『
哲
学
書
簡
』
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た

状
況
下
に
日
の
目
を
見
た
わ
け
で
、
彼
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
期
（
一
七
二
六
一
二
九
）
の
所
産
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
本
『
書
簡
』
成
立
を

め
ぐ
り
彼
と
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
の
交
流
関
係
に
注
目
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
渡
英
前
年
の
二
五
年
、
彼
は
ル
イ
一
五
世
と
マ
リ

ア
と
の
結
婚
推
進
者
ブ
ル
ボ
ン
公
愛
人
ド
・
プ
リ
夫
人
の
寵
愛
を
受
け
て
い
た
ば
か
り
か
、
九
月
初
頭
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
で
の
婚
儀
に
列
席
し
た

だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
そ
の
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
一
七
二
五
年
九
月
七
日
号
ベ
ル
ニ
エ
ー
ル
夫
人
宛
書
簡
で
「
当
地
で
は
私
ど
も
は
ア
ウ
グ

ス
ト
王
を
知
る
由
も
な
い
の
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
国
王
と
王
妃
と
が
私
に
ア
ン
リ
四
書
に
つ
い
て
の
詩
を
所
望
さ
れ
た
」
（
し
d
①
ω
竺
u
b
。
お
）

旨
を
綴
り
、
こ
こ
に
両
者
間
の
正
式
交
流
が
開
始
を
告
げ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
の
悲
運
児
は
一
〇
月
中
旬
に
は
イ
ギ
リ

ス
圏
王
に
も
『
ア
ン
リ
ヤ
ー
ド
』
を
送
付
し
て
渡
英
希
望
を
述
べ
る
一
方
、
＝
月
に
は
新
王
妃
の
年
金
受
給
者
に
ま
で
な
っ
て
い
た
事
実
を

重
視
し
た
い
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
も
踏
ま
え
、
こ
の
レ
シ
チ
ン
ス
キ
父
娘
の
出
自
に
つ
い
て
改
め
て
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

　
レ
シ
チ
ン
ス
キ
家
は
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
の
本
格
的
反
宗
教
改
革
期
、
徹
底
的
弾
圧
下
の
ボ
ヘ
ミ
ア
兄
弟
団
が
コ
同
月
ウ
ス
を
指
導
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

最
終
的
拠
点
に
選
ん
だ
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
西
端
レ
シ
ュ
ノ
を
私
領
都
市
に
し
て
き
た
一
辺
境
伯
で
あ
る
。
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
自
身
も
、
そ
の
第
一
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

即
位
前
に
ボ
へ
、
ミ
ア
兄
弟
団
信
徒
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
「
隠
れ
異
端
派
」
的
人
物
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
家
系
的
伝
統
か

ら
も
再
度
の
王
位
継
承
に
際
し
て
は
新
教
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
国
内
開
明
的
領
主
と
シ
ュ
ラ
フ
タ
が
そ
の
支
持
勢
力
と
な
り
、
支
援
勢
力
に
は

こ
の
複
襲
撃
民
族
国
家
構
成
員
の
過
半
数
を
占
め
た
非
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
ル
タ
ー
派
ド
イ
ツ
系
都
市
民
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
そ
れ
に
正
教
徒
を
も

含
む
広
範
な
異
端
・
異
教
徒
が
み
ら
れ
、
反
動
的
カ
ト
リ
ッ
ク
陣
営
が
主
要
敵
対
勢
力
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
必
然
的
に
親
ソ
ッ
ツ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

一
二
派
的
立
場
に
も
な
り
え
た
彼
は
、
そ
の
意
味
で
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
ハ
世
紀
的
伝
統
の
正
統
的
継
承
者
を
自
負
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
他
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

そ
の
娘
マ
リ
ア
は
、
ロ
レ
ー
ヌ
公
即
位
後
に
は
ル
イ
一
五
世
と
折
半
出
資
で
領
内
奨
学
資
金
制
度
の
拡
充
ま
で
を
期
し
た
こ
の
学
芸
保
護
者
を

父
に
、
西
欧
留
学
と
公
的
パ
リ
滞
在
の
体
験
の
持
主
で
レ
シ
チ
ン
ス
キ
家
同
様
に
コ
メ
ニ
ウ
ス
を
重
用
し
た
開
明
的
領
主
オ
パ
リ
ン
ス
キ
囚
’
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○
℃
巴
渉
。
。
匹
の
娘
を
母
に
持
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
両
家
の
家
系
的
伝
統
も
手
伝
い
、
こ
の
父
娘
が
市
民
階
級
出
身
者
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
潜
む

異
端
派
的
精
神
の
積
極
的
役
割
を
誰
よ
り
も
鋭
く
見
抜
け
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
も
、
新
フ
ラ
ン
ス
王
妃
の
年
金
受
給
者
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
渡
英
自
体
が
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
の
交
流
関
係
の
当
然
の
帰

結
と
想
定
し
う
る
。
そ
れ
は
、
ル
イ
一
五
世
の
義
父
に
な
り
再
王
位
継
承
を
意
識
す
れ
ば
す
る
程
、
彼
が
青
年
期
の
西
欧
遍
歴
時
に
渡
英
機
会

　
　
　
　
⑲

を
逸
っ
し
た
負
目
を
痛
感
し
、
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
思
想
へ
の
必
要
以
上
の
渇
望
に
駆
ら
れ
た
は
ず
の
心
理
状
態
で
も
説
明
で
き
よ
う
。
と
は
い
え
、

よ
り
重
視
し
た
い
点
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
そ
の
『
ア
ン
リ
ヤ
ー
ド
』
を
イ
ギ
リ
ス
王
妃
に
も
献
呈
し
た
背
景
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
レ
シ
チ
ン

ス
キ
が
こ
の
作
品
の
主
人
公
ア
ン
リ
四
重
に
典
型
的
開
明
君
主
像
を
発
見
で
き
、
そ
の
体
験
を
も
通
じ
て
こ
の
フ
ラ
ン
ス
国
王
に
共
鳴
で
き
た

　
⑳

事
情
に
加
え
、
彼
自
身
が
マ
リ
ア
共
々
、
こ
れ
を
借
り
て
謡
曲
に
そ
の
立
場
と
意
向
、
つ
ま
り
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
的
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
さ
え
勲
功

爵
を
授
け
る
イ
ギ
リ
ス
王
室
の
寛
容
精
神
へ
の
讃
美
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
新
宮
廷
と
の
友
好
・
親
善
の
強
化
、
予
想
さ
れ
る
再
王
位
継
承

で
の
好
意
的
姿
勢
の
期
待
な
ど
を
表
明
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
滞
空
期
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
レ
シ
チ
ン
ス
キ
父
娘
主
導
の
宮
廷
外

交
の
一
端
を
掘
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
の
み
か
、
帰
国
後
は
レ
シ
チ
ン
ス
キ
父
娘
の
期
待
を
裏
切
ら
な
か
っ
た
と
い
い
う
る
。
こ
の
点
は
、

以
下
の
諸
事
実
に
依
拠
し
て
明
白
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
の
一
つ
は
、
『
哲
学
書
簡
』
に
彼
が
先
行
さ
せ
た
三
一
年
刊
行
の
処
女
習
作
『
カ
ル
ル
一
二
暑
熱
』
が
該
当
す
る
。
彼
は
、
本
書
で
こ
の

北
方
戦
争
の
英
雄
を
主
題
に
し
な
が
ら
も
、
実
際
上
は
第
一
次
王
位
継
承
期
の
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
栄
光
と
悲
劇
を
も
一
部
始
終
、
誰
よ
り
も
早

く
読
書
界
の
も
の
に
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
執
筆
着
手
は
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
城
滞
在
時
の
レ
シ
チ
ン
ス
キ
が
宿
敵
ア
ウ
グ
ス
ト
ニ
世
の
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

報
に
接
し
、
再
王
位
継
承
の
機
が
熟
し
た
二
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
ま
一
つ
は
、
『
イ
ギ
リ
ス
書
簡
』
で
も
知
ら
れ
る
本
『
書
簡
』
が
そ

の
具
体
的
内
容
か
ら
し
て
、
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
父
娘
の
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
思
想
へ
の
積
年
の
渇
望
を
も
充
足
さ
せ
た
点
に
あ
る
。
マ
リ
ア
の
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ス
王
妃
即
位
直
後
、
こ
の
父
娘
が
故
国
ポ
ズ
ナ
ン
と
ワ
ル
シ
ャ
ワ
計
二
箇
所
に
物
理
学
研
究
機
関
を
寄
贈
し
た
よ
う
に
、
両
者
が
早
く
か
ら
こ

の
新
学
問
領
域
に
も
深
い
造
詣
を
示
し
て
い
た
と
推
察
で
き
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
本
『
書
簡
』
が
二
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ユ
！
ト
ン
紹
介
に
か
な
り
の
紙
幅
を
費
や
し
て
い
る
事
実
か
ら
、
こ
の
符
合
点
は
留
意
さ
れ
て
よ
い
。
な
お
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
自
身
は
二
七
年

以
降
に
そ
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
治
論
」
を
覚
書
的
「
真
の
政
治
」
∪
Φ
ド
二
巴
①
℃
o
ま
5
¢
①
の
執
筆
や
グ
ロ
チ
ウ
ス
と
ロ
ッ
ク
に
も
依
拠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

た
『
自
由
の
声
』
で
構
想
し
、
三
一
年
前
後
に
そ
の
執
筆
を
本
格
化
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
『
書
簡
』
が
、
ロ
ッ
ク
の
宗
教
・
思
想
体

系
の
紹
介
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
宛
名
不
明
の
こ
の
画
期
的
『
書
簡
』
が
実
は
「
レ
シ
チ
ン
ス
キ
父
娘
宛
書
簡
集
」
で
あ
っ

た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
上
、
も
う
一
つ
見
落
せ
な
い
事
実
に
英
語
版
『
書
簡
』
刊
行
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
で
『
自
由
の
声
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

執
筆
・
刊
行
が
見
送
ら
れ
た
と
想
定
で
き
る
折
も
折
、
ロ
ン
ド
ン
で
初
刊
を
み
た
ば
か
り
か
、
そ
の
天
正
山
に
相
当
す
る
翌
三
四
年
四
月
の
グ

ダ
ン
ス
ク
（
ダ
ソ
チ
ヒ
）
攻
防
戦
時
に
ル
ー
ア
ン
で
フ
ラ
ン
ス
再
版
が
刊
行
さ
れ
た
経
緯
を
も
あ
げ
ざ
る
を
え
な
い
。
彼
は
、
こ
の
「
爆
弾
」

的
『
書
簡
』
を
反
動
的
カ
ト
リ
ッ
ク
陣
営
に
投
ず
る
こ
と
で
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
陣
営
と
共
同
歩
調
を
取
る
一
方
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
に
希
望
を
託

し
た
広
範
な
国
際
的
支
持
・
支
援
勢
力
を
も
最
大
限
に
鼓
舞
で
き
た
。
特
に
本
『
書
簡
』
で
彼
が
公
然
と
賞
揚
し
た
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
は
、
当

時
の
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
は
も
と
よ
り
新
大
陸
で
も
宗
教
・
思
想
界
ば
か
り
か
、
政
治
・
経
済
界
で
も
そ
の
指
導
性
を
発
揮
し
つ
つ
あ
っ
た

　
㊧

か
ら
、
尚
更
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
の
異
端
派
自
体
が
、
そ
の
形
成
・
発
展
・
離
散
過
程
か
ら
し
て
当
時
の
レ
シ
チ
ン
ス
キ
を
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
直
系
的

継
承
者
視
で
き
た
歴
史
的
背
景
も
踏
ま
え
、
本
『
書
簡
』
成
立
に
彼
の
関
与
さ
え
否
定
し
え
な
い
背
景
を
も
知
り
え
た
。
そ
う
し
た
意
味
か
ら

も
、
こ
こ
で
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
こ
の
派
と
の
関
係
を
そ
の
出
会
い
か
ら
触
れ
、
所
期
の
課
題
に
沿
っ
て
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
、
こ
の
異
端
派
に
初
め
て
言
及
し
た
の
は
そ
の
第
二
次
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
時
の
二
二
年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

彼
は
ベ
ー
ル
『
歴
史
批
評
辞
典
』
で
そ
の
知
識
を
満
す
一
方
、
二
四
年
忌
は
ボ
ー
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
を
通
じ
て
ロ
ッ
ク
の
著
作
を
確
保
し
て
傾

　
　
　
　
　
　
⑳

倒
す
る
に
い
た
り
、
そ
の
没
頭
の
最
中
に
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
出
会
っ
た
訳
で
あ
る
。
そ
の
彼
は
、
滞
英
霊
の
二
七
年
に
こ
の
派
の
指
導
的
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ク
ラ
ー
ク
と
知
己
に
な
り
、
そ
の
影
響
下
に
こ
の
派
の
一
員
を
自
負
す
る
に
い
た
っ
た
形
跡
が
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
に
期
待
し
た
レ
シ
チ
ン
ス

キ
に
す
れ
ぼ
、
彼
を
フ
ラ
ン
ス
の
先
駆
的
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
の
一
使
徒
」
視
も
で
き
た
に
違
い
な
い
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
自
身
も
、
そ
の
主
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体
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
期
待
に
応
ず
る
か
の
よ
う
に
、
『
書
簡
』
刊
行
で
客
観
的
に
は
こ
の
派
の
先
駆
的
フ
ラ
ン
ス
拠

点
構
築
者
に
な
っ
た
観
が
あ
る
。
確
か
に
、
当
時
の
彼
の
こ
の
派
へ
の
没
頭
振
り
は
注
目
に
値
す
る
。
『
書
簡
』
で
言
及
す
る
機
会
を
失
な
っ

た
セ
ル
ヴ
ェ
ト
ゥ
ス
に
関
し
て
も
、
彼
は
そ
の
パ
リ
ー
七
三
三
年
九
月
一
四
日
付
ヴ
ェ
ル
ネ
宛
書
簡
で
「
も
し
も
カ
ル
ヴ
ィ
ン
が
セ
ル
ヴ
ェ
ト

ゥ
ス
を
火
刑
に
処
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
彼
を
愛
せ
る
の
だ
が
」
（
b
d
①
ω
什
●
　
囲
）
①
㎝
G
◎
）
と
告
白
し
、
こ
の
先
駆
者
に
触
れ
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
事
情
か
ら
も
、
彼
が
そ
の
先
駆
的
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
の
地
歩
を
確
立
す
る
際
、
彼
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
ー
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派

の
一
使
徒
」
的
立
場
が
演
じ
た
役
割
を
無
視
し
た
く
な
い
。
ま
た
、
彼
の
主
体
性
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、
結
果
的
に
も
彼
の
ソ
ッ
ッ
ィ
ー
二

派
へ
の
本
格
的
接
近
に
拍
車
を
か
け
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
役
割
も
軽
視
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
訳
で
、
啓
蒙
思
想
家
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
原
像

に
レ
シ
チ
ン
ス
キ
に
も
内
在
的
に
継
承
さ
れ
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
を
抽
出
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
「
爆
弾
」
的
『
哲
学
書
簡
』
の
爆
薬
自
体
は
、
そ
の
第
一
三
信
「
ロ
ッ
ク
氏
に
つ
い
て
」
が
本
『
書
簡
』
発
禁
処
分
の
主
要
対
象
に
な
っ
た

背
景
か
ら
、
　
ロ
ッ
ク
の
思
想
体
系
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
起
爆
剤
が
問
題
と
な
れ
ば
、
執
筆
者
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
主
体
的
把

握
・
認
識
を
尊
重
す
る
限
り
、
以
下
の
よ
う
に
離
散
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
が
検
証
で
き
よ
う
。
彼
は
、
そ
の
第
七
信
で
「
こ
の
派
の

見
解
は
偉
大
な
ニ
ュ
ー
ト
ン
氏
の
支
持
を
う
る
光
栄
に
浴
し
」
、
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ロ
ッ
ク
、
ク
レ
リ
ク
ス
な
ど
の
諸
氏
の
よ
う
に
そ
の
時
代
の

最
も
優
れ
た
哲
学
者
で
最
高
の
名
文
家
た
ち
が
、
ほ
ん
の
僅
か
ば
か
り
の
信
徒
を
な
ん
と
か
集
め
る
の
に
四
苦
八
苦
し
」
て
い
た
、
と
記
し
た

だ
け
で
は
な
い
。
第
一
七
信
付
録
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
つ
い
て
」
で
、
「
彼
は
心
か
ら
ア
リ
ゥ
ス
に
与
し
、
…
…
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
の
誰
も
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
彼
も
ア
リ
ウ
ス
の
説
を
少
し
ば
か
り
前
進
さ
せ
た
」
旨
を
も
、
報
じ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
事
実
、
そ
の
蔵
書
に
主
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
刊
行
物
を
多
数
所
蔵
し
、
そ
の
論
敵
か
ら
は
「
ラ
ク
フ
の
ラ
ビ
」
と
非
難
さ
れ
た
の
が
、
ロ
ッ
ク
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
哲
学
自
体
は
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
ー
に
と
っ
て
も
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
が
到
達
し
え
た
最
高
の
教
義
体
系
と
映
じ
て
も
不
思

議
で
は
な
か
っ
た
。
以
上
の
諸
点
か
ら
も
、
『
哲
学
書
簡
』
の
起
爆
剤
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
と
み
な
し
う
る
視
点
が
え
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
と
並
ん
で
、
啓
蒙
思
想
家
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
原
像
か
ら
こ
の
伝
統
を
抽
出
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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フランス啓蒙思想とレシチンスキの役割（中山）

　
本
『
書
簡
』
刊
行
直
後
、
彼
は
官
憲
の
追
求
を
免
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
際
、
避
難
所
に
な
っ
た
の
は
シ
ャ
ト
レ
夫
人
の
領
地
シ
レ
ー
に
加
え
、

そ
の
至
近
距
離
に
位
置
し
た
ロ
レ
ー
ヌ
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
は
物
理
学
研
究
機
関
が
存
在
し
た
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
で
の
シ
ャ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

レ
夫
人
死
没
時
ま
で
代
表
的
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
家
の
誰
よ
り
も
頻
繁
に
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
宮
で
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
の
交
遊
に
も
恵
ま
れ
、
伝
統

的
に
親
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
家
的
プ
ロ
イ
セ
ン
宮
廷
に
向
つ
た
の
は
四
九
年
で
あ
る
。
こ
の
間
、
彼
は
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
物
理
学
を
め
ぐ
っ
て
論
議

も
し
、
四
八
年
完
結
の
『
ニ
ュ
ー
ト
ン
哲
学
要
項
』
執
筆
に
傾
倒
も
し
た
。
こ
う
し
た
彼
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
滞
在
期
に
も
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
ソ

ヅ
ツ
ィ
ー
二
二
を
主
題
に
論
戦
し
、
そ
の
親
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
的
立
場
を
堅
持
し
た
。
な
お
、
晩
年
の
六
七
年
に
は
彼
は
イ
エ
ス
を
「
ガ
リ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

や
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
に
煮
え
る
こ
と
で
、
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
教
理
問
答
集
』
の
五
八
を
自
己
の
も
の
に
し
た
観
も
あ
る
。
そ
う
し
た
立
場

に
も
よ
る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
第
一
次
分
割
時
に
は
彼
は
そ
の
フ
ェ
ル
ネ
ー
一
七
七
三
年
二
月
＝
二
日
付
エ
カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
女
帝
宛
書
簡
で
「
ソ

ッ
ツ
ィ
t
二
派
が
リ
ト
ワ
ニ
ア
で
や
が
て
あ
る
程
度
は
公
的
な
信
徒
集
会
を
持
ち
う
る
よ
う
に
期
待
す
る
砿
（
し
d
Φ
ω
仲
・
　
H
）
回
Q
◎
鱒
O
回
）
旨
を
嘆
願
し
、

同
年
九
月
八
日
付
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
宛
書
簡
で
は
「
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
十
は
陛
下
の
保
護
下
で
は
あ
る
程
度
の
権
利
を
持
ち
う
る
」
（
b
σ
。
ω
叶
・
∪

一
。
。
①
一
㎝
）
点
を
力
説
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
残
留
の
可
能
性
を
前
提
に
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
1
ー
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
直
系
的
継
承
者
に

対
す
る
格
別
の
配
慮
を
懇
請
す
る
こ
と
さ
え
忘
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
試
み
た
検
討
で
明
確
に
し
え
た
論
点
を
以
下
に
総
括
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
そ
の
第
一
点
は
、
一
七
五
〇
年
前
後
に
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
フ
ラ
ン
ス
三
大
啓
蒙
思
想
家
そ
の
他
と
の
交
流
が
集
中
す
る
に
い
た
る
が
、
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
と
の
そ
れ
は
二
五
年
に
昂
り
う
る
点
で
先
駆
を
な
し
た
と
言
え
、
頻
度
に
お
い
て
も
誰
に
も
比
肩
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
第
二

点
は
、
両
者
の
交
流
は
多
く
の
点
で
利
害
・
関
心
が
共
有
で
き
た
と
言
え
、
そ
の
所
産
が
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
初
期
著
作
『
ア
ン
リ
ヤ
ー
ド
』
、

『
カ
ル
ル
＝
一
世
伝
』
、
『
哲
学
書
簡
』
等
に
結
実
し
た
と
み
な
し
う
る
。
第
三
点
と
し
て
、
先
駆
的
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
家
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の

原
像
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
1
ー
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
男
の
先
駆
的
フ
ラ
ン
ス
拠
点
構
築
者
と
し
て
の
側
面
を
抽
出
し
え
た
ば
か
り
か
、
レ
シ
チ
ソ
ス

キ
を
も
介
し
た
内
外
二
分
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
反
映
も
無
視
で
き
な
い
こ
と
を
知
り
え
た
。
従
っ
て
、
ヴ
ォ
ル
テ
…
ル
の
演
じ
た
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先
駆
的
役
割
の
一
つ
に
、
ポ
ー
ラ
γ
ド
啓
蒙
思
想
に
と
っ
て
内
外
二
大
源
流
と
も
な
り
う
る
レ
シ
チ
ン
ス
キ
を
正
統
的
継
承
者
と
す
る
一
六
世

紀
的
伝
統
と
、
離
散
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
と
を
、
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
を
経
由
し
て
中
継
・
接
合
さ
せ
た
点
の
あ
る
こ
と
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
上
か
ら
も
、
こ
う
し
た
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
の
交
流
を
展
開
し
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
自
身
の
主
体
的
思
想
と
行
動
原
理
は
よ
り
詳
し
く
検
討
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
の
家
系
的
伝
統
に
培
わ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
と
の
関
連
で
、
そ
れ
を
次
章
で
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
　
本
『
書
簡
』
や
そ
の
他
の
著
作
は
、
主
に
錘
“
ミ
題
8
隷
§
ミ
器
§
剛
＼
o
馬
譜
姫
斜

　
日
石
0
8
お
じ
ヴ
①
馨
2
旨
帥
p
簿
卯
一
・
（
O
匹
ω
）
㌧
H
I
O
メ
×
メ
く
囲
㌧
O
o
話
く
ρ
お
の
ω
い

　
《
し
q
き
、
ご
暮
＆
楠
鳶
§
ミ
㌔
、
偽
簿
§
》
に
依
拠
し
、
往
復
書
簡
は
前
者
を
使
用
し
た
。

　
な
お
、
年
譜
は
後
者
の
O
o
ミ
馬
落
§
魯
↓
§
各
巻
所
収
の
も
の
と
高
橋
安
光
『
ヴ

　
ォ
ル
テ
ー
ル
の
世
界
』
未
来
社
、
一
九
七
九
、
巻
宋
の
も
の
を
も
参
照
し
た
。

②
涛
。
σ
①
訴
罰
．
腰
。
ユ
α
p
ぎ
、
鷺
帖
遷
§
涌
き
馬
⑦
。
§
譜
蕊
”
¢
焉
Ω
0
×
×
芦

　
一
㊤
謡
い
℃
や
置
◎
。
山
O
●

③
バ
ー
ゼ
ル
一
五
二
三
年
一
〇
月
二
四
目
付
デ
ィ
ー
ツ
宛
書
簡
。
O
や
穴
。
惹
落
ミ
ャ

　
§
矯
竃
a
寧
§
M
｝
§
N
沁
。
書
ミ
§
§
N
、
ミ
§
§
轟
9
震
貯
O
異
。
タ
、
ω
冨
（
①
O
．
）
㌔

　
≦
㊤
『
ω
N
p
≦
ρ
む
象
㌧
や
b
。
ρ

④
　
こ
れ
ま
で
未
紹
介
で
あ
っ
た
モ
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
政
治
思
想
に
関
し
て
は
、
小
山

　
哲
［
「
ア
ン
ジ
ェ
イ
・
プ
リ
チ
・
モ
ド
ジ
ェ
フ
ス
キ
の
国
家
改
革
論
」
『
史
林
』
六

　
九
…
四
、
一
九
八
六
、
一
〇
二
一
一
四
二
買
が
貴
重
。

⑥
　
〕
碧
≡
。
。
N
↓
欝
σ
ぎ
、
．
り
〇
一
8
1
α
一
⑦
出
鉱
乾
霧
噺
。
ω
ω
o
蔦
肖
二
轡
一
頃
ω
ヨ
戸
あ
．
．
’
ピ
①
o
び

　
ω
N
。
讐
。
賦
（
O
P
）
”
砺
。
量
費
り
§
ミ
§
ミ
蓼
均
ミ
馬
き
転
ぎ
O
ミ
ミ
§
ミ
k
ミ
ー

　
ミ
な
×
ミ
鳶
き
9
ミ
ミ
舳
塁
≦
霧
ω
鶏
’
く
㌣
自
＆
“
藁
O
。
。
ω
’
℃
や
？
嵩
と
、
邦

　
語
文
献
で
は
拙
稿
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
」
、
四
四
－
六
三
頁
を
参
照
さ
れ
て
よ

　
い
。

⑥
詳
し
く
は
、
Ω
o
o
諮
①
頃
§
詳
8
コ
乏
…
圃
四
ヨ
ρ
§
馬
沁
ミ
驚
ミ
渇
蝋
ミ
、
｝
§
馬
帆
§
い

　
、
ミ
旨
§
奪
ミ
3
お
①
b
。
」
℃
℃
．
O
嵩
ふ
G
。
鈴

⑦
　
N
驚
罫
O
ω
㊤
よ
＄
並
び
に
前
掲
拙
稿
、
四
九
i
五
二
頁
を
参
照
。

⑧
　
H
・
カ
メ
ソ
（
成
瀬
治
訳
）
『
寛
容
思
想
の
系
譜
陶
平
凡
社
、
　
一
九
七
〇
、
　
一

　
七
四
頁
。
さ
ら
に
前
掲
拙
稿
、
五
六
一
七
三
頁
。

⑨
ω
＄
再
臨
器
囚
。
戸
的
。
§
§
“
§
ミ
§
℃
ミ
§
融
§
馬
肋
。
＆
ミ
§
ミ
勺
§
ミ
ミ

　
N
§
蕊
＆
要
地
勺
ミ
客
臥
ミ
焼
鳳
§
ミ
ミ
ミ
義
帆
や
こ
ぎ
恥
鈍
§
ミ
｝
§
詳
覧
舘
ミ
馬
，

　
§
ミ
G
§
旨
ミ
黛
漁
切
。
ω
8
ぎ
お
零
℃
℃
．
芽
．

⑩
　
一
般
に
『
ラ
ク
フ
教
理
問
答
集
』
漆
§
ミ
醜
ミ
ミ
ぎ
誤
詫
と
略
称
さ
れ
て
い

　
る
長
文
の
ポ
ー
ラ
ソ
瓠
㎎
正
式
原
性
闇
と
そ
の
邦
難
解
表
題
は
、
幽
馬
丁
遊
軍
、
五
六
l
i
五

　
七
頁
参
照
。

⑪
国
騨
二
目
。
話
。
≦
嵩
9
さ
気
ミ
無
。
屯
魚
9
ミ
ミ
凡
§
琶
ミ
曾
◎
ミ
ミ
い
馬
恥
§

　
§
ミ
画
騎
這
ミ
零
鼠
§
蛍
O
ρ
目
罵
置
σ
q
。
℃
罎
舘
ω
こ
一
㊤
ミ
い
℃
．
凸
ピ

⑫
凄
。
山
岳
層
愚
．
ミ
‘
毛
み
O
爬
占
O
。
。
。

⑬
、
恥
や
×
＜
囲
H
し
O
メ

⑭
　
ポ
ー
ル
・
ア
ザ
…
ル
（
野
沢
富
国
）
『
ヨ
…
ロ
ッ
パ
精
神
の
危
機
』
法
政
大
学

　
出
版
局
、
｝
九
八
二
、
㎜
＝
一
頁
。

⑯
閏
。
碁
葛
コ
、
。
》
ミ
■
、
H
）
℃
・
㌣
し
。
卜
。
が
詳
し
い
。
な
お
、
イ
ェ
ー
ジ
ィ
i
・
シ
リ

　
ジ
ニ
ス
キ
（
俳
東
孝
点
訳
）
「
コ
山
霊
ウ
ス
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
活
動
と
そ

　
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
観
」
『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
一
九
、
一
九
七
四
、
一
七
七
i
一
八
九
頁

　
を
も
参
照
。

⑯
蜜
。
ぎ
宣
白
。
呂
ρ
葺
、
．
℃
。
語
7
勺
円
g
。
ω
3
三
。
。
き
傷
け
ぎ
跨
O
。
量
。
。
ぎ
謬
三
仲
7
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国
N
嶺
冨
鵠
α
ρ
ロ
鳥
国
。
＝
p
コ
色
貯
峠
げ
。
嵩
3
9
鵠
ユ
お
昏
O
魯
ε
二
①
。
。
．
、
”
鈴
中
網
葡
こ

　
×
メ
×
＜
H
H
（
一
ゆ
㎝
Q
Q
）
悔
口
O
ω
・

⑰
導
ミ
℃
電
■
目
Φ
。
。
凸
0
9
｝
㊦
旨
曳
↓
。
℃
g
ω
置
（
①
畠
）
㌧
津
ミ
馬
ミ
ミ
》
§
。
§
斜

　
H
山
く
㌧
勺
蝉
N
5
俘
ぴ
㌧
一
〇
①
ρ
H
b
↓
⇔
刈
1
↓
幽
ω
畠

⑱
闘
口
「
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
一
世
」
、
一
二
頁
。

⑲
団
。
嵐
ヨ
彗
層
§
．
ミ
‘
署
．
6
幽
O
．

⑳
そ
の
一
端
は
、
晩
年
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ぴ
。
。
三
。
冨
㌔
。
》
ミ
’
」
、
一
G
。
。
。
・

⑳
　
じ
5
0
嘱
少
§
．
鼠
肺
く
℃
℃
。
O
㎝
1
ゆ
①
．

㊧
　
国
口
σ
Q
o
穴
。
寒
象
ε
㌧
9
§
炉
。
娠
ミ
一
斗
ミ
職
a
き
㌧
ミ
逡
馬
、
名
δ
o
富
ヨ
お
0
し
。
、
℃
℃
．

　
b
o
ゆ
I
G
o
9
一
戸
日
P

⑱
　

『
自
由
の
声
』
以
外
の
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
著
作
は
、
主
に
切
。
コ
ρ
〈
o
暮
霞
①

　
℃
N
o
畷
9
答
㌧
選
一
乳
ミ
§
§
的
誉
同
職
亀
蕊
特
瞳
ミ
ミ
ミ
b
臓
ミ
乱
馬
乗
ミ
£
蕊
、
昏
琶
§

　
ト
ミ
ミ
帖
§
ミ
切
犠
3
囲
－
員
、
い
唄
o
P
ド
刈
Q
。
冊
ぴ
o
o
置
。
犀
P
愚
．
9
燥
．
の
い
ず
れ
も
第

　
二
巻
所
収
の
も
の
に
依
拠
し
た
。
な
お
、
「
真
の
政
治
」
が
『
自
由
の
声
』
に
先

　
行
執
筆
さ
れ
た
指
摘
は
後
者
の
H
洲
一
ω
㊤
脚
注
、
グ
ロ
チ
ゥ
ス
と
μ
ッ
ク
の
指
摘

　
は
奪
ミ
こ
囲
、
。
。
朝
を
参
照
。

⑭
　
之
釣
く
M
漣
O
の
諸
刊
行
年
説
の
い
ず
れ
を
も
尊
重
し
た
い
が
、
定
説
化
さ
れ

　
つ
つ
あ
る
ナ
ン
シ
ー
、
一
七
四
九
年
刊
行
説
を
最
有
力
視
し
た
い
。

⑳
曽
凱
護
。
「
ω
①
乏
警
章
議
ミ
無
。
遂
＆
9
ミ
ミ
馬
ミ
酒
肥
§
慧
↓
§
塁
な
§
軌
額
㌧

　
奪
曵
ミ
・
・
9
ミ
ミ
箆
ミ
ミ
馬
ミ
層
N
民
巴
二
切
。
ω
8
静
δ
α
㊤
”
℃
や
ト
。
置
－
培
ρ
。
。
刈
響

ニ
　
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
そ
の
先
駆
的
啓
蒙
君
主
へ
の
道

　
瓜
O
P

⑳
ヨ
。
ユ
ユ
p
息
．
轟
こ
℃
．
蚕

⑳
　
導
ミ
こ
℃
や
Q
。
b
っ
一
◎
。
ω
、
O
P
一
b
Q
α
占
霧
．

⑯
　
口
Φ
口
σ
℃
o
影
o
p
戸
卜
嶺
葡
匙
碍
ご
壽
§
園
o
N
誉
壁
3
悼
づ
ユ
o
O
‘
勺
鐸
｛
ω
噛
｝
り
①
ρ
や

　
辰
O
に
よ
れ
ば
、
「
そ
の
役
割
か
ら
し
て
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
確
実
に
『
反
三
位

　
一
体
派
』
の
一
人
で
あ
る
し
こ
と
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
視

　
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
O
h
冒
同
δ
二
色
P
o
》
口
舌
や
一
ω
。

⑳
　
串
田
孫
一
・
高
橋
安
光
・
中
川
久
定
「
フ
ラ
ン
ス
十
八
世
紀
の
哲
学
者
た
ち
」

　
『
世
界
の
名
著
』
二
九
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
〇
、
一
四
頁
。

⑳
匂
。
冨
出
p
誕
酵
8
§
α
勺
簿
雪
ピ
器
響
け
い
§
馬
卜
＆
ミ
曙
ミ
智
ぎ
ト
8
言

　
○
寓
h
o
巳
’
揺
り
O
伊
℃
や
b
o
Q
。
㌧
置
…
い
o
o
H
6
、
。
。
ピ
竈
話
『
団
O
二
巴
。
σ
q
口
ρ

⑳
N
σ
茜
巳
⑦
毛
○
σ
q
§
9
邑
F
．
、
U
霞
ω
。
N
言
御
器
ヨ
郎
ω
磐
ω
α
窪
ω
助
。
耳
9
樽

　
α
q
門
。
ω
ω
①
コ
℃
三
ざ
ω
o
営
凱
鵬
9
Φ
ロ
】
）
巳
内
＃
貯
Φ
嵩
O
o
し
。
ミ
．
旨
旨
胃
二
一
＝
α
①
ユ
ω
”
”
”
ω
N
－

　
o
N
賃
2
寛
（
①
α
．
Y
§
’
職
帖
‘
唱
■
嵩
扮

⑳
　
勺
貯
竃
①
ω
o
緒
9
G
ミ
ミ
§
じ
ミ
駄
ミ
鳶
恥
ミ
印
N
ミ
Q
。
ミ
N
謎
澄
署
巴
日
。
冤
、
蕊
り
ご

　
〉
罵
冨
α
α
”
〉
ぎ
旨
。
寡
、
卜
袋
s
吋
ミ
§
δ
帖
恥
～
象
ミ
防
壁
恥
ミ
ミ
ト
s
．
ミ
帆
§
馬
謡
一
ミ
鈎

　
℃
脚
臥
。
。
、
一
Q
Q
①
①
が
詳
し
い
。

⑳
）
句
δ
撹
ご
ρ
．
o
》
禽
牒
こ
℃
》
一
ω
刈
山
。
。
Q
◎
■

⑭
N
9
σ
q
三
。
毛
O
σ
q
。
8
藷
5
動
。
遷
ミ
ミ
§
ミ
黛
鼠
§
§
ミ
♪
1
言
廃
葛
！
蚕

　
お
。
尊
9
℃
や
鵠
〒
毒
口
。
■

す
で
に
そ
の
生
前
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
は
ラ
ポ
ル
ト
『
哲
人
君
主
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
、
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
、
及
び
ブ
リ

ー
ド
リ
ヒ
の
精
神
』
9
ピ
ρ
唱
。
詳
ρ
卜
、
肉
愚
臓
☆
§
詰
δ
噸
§
お
§
恥
特
ミ
ご
硫
。
辱
ぎ
勲
ミ
ミ
？
鼠
ミ
ミ
3
》
§
§
”
ω
燃
口
§
討
ミ
硫
ミ
等
幾
町
討
（
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
・
パ
リ
、
一
七
六
四
）
で
も
、
当
代
屈
指
の
先
駆
的
啓
蒙
君
主
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、
そ
の
ナ
ン
シ
ー
・
ア
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①

カ
デ
ミ
ー
創
設
時
の
五
一
年
、
尊
称
「
慈
善
王
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
」
ω
3
乱
巴
霧
一
Φ
じ
U
δ
三
鉱
ω
器
暮
を
獲
得
し
て
い
た
背
景
を
見
過
せ
な
い
。

同
年
末
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
黄
金
期
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
を
飾
る
か
の
よ
う
に
会
長
モ
ン
テ
ス
キ
凱
－
以
下
、
フ
ォ
ン
ト
ネ
ル
、
ビ
ュ
フ
ォ

ン
、
モ
ー
ペ
ル
チ
ュ
イ
、
サ
ン
・
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
ラ
・
コ
ン
ダ
ミ
ー
ヌ
、
エ
ノ
ー
な
ど
に
領
内
の
パ
リ
ソ
、
ト
レ
サ
ン
、
ブ
フ
レ
、
ソ
リ
ニ
ャ

ッ
ク
な
ど
を
も
加
え
て
機
関
誌
『
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
論
集
』
」
§
§
ミ
黛
塁
§
N
≦
§
職
工
ミ
爵
§
駿
§
誉
ミ
砺
創
刊
で
正
式
発
足
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

み
た
。
理
神
論
者
で
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
員
を
多
数
含
む
彼
ら
が
、
そ
の
名
声
確
立
に
貢
献
し
た
面
も
あ
り
え
よ
う
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
も
、
五
九

年
刊
『
カ
ン
デ
ィ
ド
』
第
ご
六
章
で
レ
シ
チ
ン
ス
キ
に
「
王
国
を
再
度
取
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
…
…
別
の
国
を
　
つ
入
手
し
た
の
で
、
当
国

で
は
サ
ル
マ
チ
ア
歴
代
国
王
が
ヴ
ィ
ス
ワ
川
流
域
で
な
し
た
全
事
業
も
及
ば
な
い
ほ
ど
、
立
派
な
政
治
を
し
ま
し
た
」
と
、
語
ら
せ
た
。
こ
れ

ま
た
、
そ
れ
相
応
の
役
割
を
演
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
彼
を
真
の
先
駆
的
啓
蒙
君
主
た
ら
し
め
た
基
本
的
条
件
と
し
て
、
娘
マ
リ
ア
結
婚
以
降
に
俄
然
本
格
化
さ
せ
た
そ
の
文
筆
活
動

に
注
目
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
従
前
の
武
人
的
人
生
か
ら
決
別
し
た
観
の
あ
る
そ
れ
は
処
女
的
著
作
『
王
妃
マ
リ
ア
へ
の
忠
告
』

鼠
ミ
静
“
ま
喰
鼠
昏
ミ
喰
ミ
謹
簑
嵩
N
富
N
ミ
恥
§
砺
§
§
ミ
ミ
鷺
（
英
語
版
ダ
ブ
リ
ン
、
　
一
七
二
五
）
で
国
際
的
名
声
を
も
獲
得
さ
せ
た
だ
け
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
い
。
「
わ
が
原
理
は
自
由
に
あ
り
」
匹
。
ヨ
①
簿
。
導
日
窪
白
ま
震
冨
。
。
を
標
榜
し
た
主
著
『
自
由
の
声
』
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
版
と
同
時
に

パ
リ
四
九
年
刊
フ
ラ
ン
ス
語
版
や
翌
五
〇
年
ロ
ン
ド
ン
刊
英
語
版
と
で
そ
の
文
名
を
高
め
も
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
五
一
年
は
『
学
問
芸
術

論
』
で
登
場
し
た
ル
ソ
ー
に
対
し
て
彼
が
『
メ
ル
キ
ュ
！
ル
』
誌
上
で
反
論
し
た
時
機
に
相
当
す
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
す
で
に
『
自
由
の

声
』
刊
行
前
、
二
九
年
生
誕
で
唯
一
人
の
孫
息
子
ル
イ
王
太
子
宛
「
王
国
行
政
論
」
O
o
毛
α
、
o
Φ
臨
℃
。
洋
β
器
。
。
霞
げ
B
ρ
叶
一
躍
霧
一
8
℃
寓
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ぎ
や
。
洋
ゆ
算
Φ
の
飢
o
H
、
ρ
α
ヨ
一
自
評
類
鉱
。
星
目
8
錠
。
び
δ
器
で
　
「
わ
が
親
愛
な
る
子
孫
の
一
員
よ
、
自
分
の
政
治
と
は
そ
れ
程
複
雑
な
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
な
く
て
、
人
民
を
愛
せ
よ
に
尽
き
る
」
と
力
説
し
た
彼
は
、
初
期
社
会
主
義
的
著
作
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
デ
ュ
モ
カ
ラ
王
国
人
と
の
対
話
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

h
ミ
§
蕊
§
靱
§
野
ミ
。
特
駄
§
ミ
ミ
§
§
§
ミ
ミ
§
δ
疑
騎
ま
§
恥
§
b
寒
§
。
§
ミ
（
パ
リ
、
一
七
五
二
）
ま
で
世
に
問
う
て
い
た
。
「
国
際
平

和
強
化
策
」
冒
ひ
B
o
昌
巴
α
ゴ
頃
曾
巨
ω
ω
Φ
ヨ
Φ
簿
α
Φ
団
”
巴
×
σ
q
曾
有
色
①
も
、
そ
う
し
た
彼
の
精
力
的
な
文
筆
活
動
の
所
産
で
あ
る
。
こ
の
よ
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う
に
し
て
、
そ
の
後
半
生
に
集
中
し
た
文
筆
活
動
の
主
要
成
果
は
曾
孫
ル
イ
一
六
世
が
一
〇
歳
を
目
前
に
し
た
晩
年
に
刊
行
さ
れ
、
死
没
前
だ

け
で
計
五
回
も
ヨ
ー
認
ッ
パ
主
要
都
市
で
版
を
重
ね
た
全
四
巻
『
慈
善
哲
学
者
全
集
』
臼
蒙
ミ
a
織
ミ
博
ミ
ご
8
㌧
富
ミ
ミ
§
帖
題
§
臥
（
初
版
パ
リ
、

一
圭
ハ
三
）
に
結
実
す
る
に
い
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
彼
の
文
筆
活
動
を
可
能
に
さ
せ
た
原
動
力
を
根
源
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
家
系
的
伝
統
に
も
培

わ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
再
興
に
あ
っ
た
と
み
な
せ
な
い
も
の
か
。
つ
ま
り
、
そ
の
実
践
的
活
動
と
並
行
し
て
ロ
ッ
ク
に
結
実

し
た
先
進
的
西
欧
啓
蒙
思
想
を
離
散
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
成
果
と
み
な
す
主
体
的
認
識
で
こ
れ
を
意
識
的
に
摂
取
し
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
啓
蒙
思
想
の
源
流
と
な
り
う
る
内
外
二
分
一
六
世
紀
的
伝
統
の
接
点
を
体
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
早
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
の
意
味
か
ら
も
、
彼
の
文
筆
活
動
に
み
ら
れ
る
自
由
・
共
和
主
義
的
傾
向
、
さ
ら
に
は
そ
の
主
体
的
思
想
や
行
動
原
理
を
解
明
す
る
立
場
上
、

そ
の
家
系
的
伝
統
に
み
ら
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
を
跡
付
け
る
こ
と
が
先
決
条
件
と
な
り
え
よ
う
。

　
シ
レ
ジ
ア
隣
接
の
私
領
都
市
レ
シ
ュ
ノ
を
拠
点
に
し
た
そ
の
家
系
は
、
　
ラ
フ
ァ
ウ
勾
既
鉢
い
Φ
ω
N
o
N
緊
渉
ω
慰
（
P
l
一
四
六
七
）
に
湖
り
う
る

が
、
そ
の
急
速
な
拾
頭
・
発
展
を
み
た
の
は
う
フ
ァ
ウ
一
世
（
一
五
二
六
一
九
二
）
時
代
の
一
六
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
上
院
議
長
を
歴
任
し
、

「
法
の
執
行
」
運
動
を
も
指
導
し
た
彼
は
こ
の
「
黄
金
の
世
紀
」
を
国
政
面
で
飾
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
本
格
的
レ
シ
ュ
ノ
建
設
を
伴

う
そ
の
所
領
経
営
面
で
も
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
大
王
の
統
治
理
念
を
踏
襲
す
る
形
で
農
民
や
都
市
民
を
保
護
・
育
成
し
、
安
住
の
地
を
求
め
て
い
た

モ
ラ
ビ
ア
兄
弟
団
や
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
の
異
端
・
異
教
徒
を
も
誘
致
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ド
イ
ツ
・
チ
ェ
コ
系
主
要
構
成
領
民
子
弟
向
け
学
校
を

寄
進
す
る
こ
と
で
学
芸
保
護
面
で
も
貢
献
し
た
。
ま
た
、
領
民
共
存
を
意
識
し
た
そ
の
宗
教
的
寛
容
は
家
系
か
ら
も
モ
ラ
ビ
ア
兄
弟
団
、
カ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ヴ
ィ
ン
派
、
ル
タ
ー
派
信
徒
ば
か
り
か
、
ラ
ク
フ
学
院
在
学
者
ま
で
も
輩
出
さ
せ
た
。
「
カ
ル
ヴ
ィ
ン
派
の
教
皇
」
の
異
名
を
冠
せ
ら
れ
、
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

シ
ュ
ノ
を
「
国
教
反
対
派
の
首
府
」
た
ら
し
め
た
ラ
フ
ァ
ウ
ニ
世
（
一
五
七
九
1
一
六
三
六
）
も
、
そ
う
し
た
家
系
的
伝
統
の
一
確
立
者
に
す
ぎ
な

い
。
そ
の
足
跡
を
ス
コ
ヅ
ト
ラ
ン
ド
に
残
し
、
パ
ド
ゥ
ア
で
は
ガ
リ
レ
イ
の
息
子
に
師
事
も
し
た
彼
は
、
全
盛
期
ラ
ク
ブ
学
院
を
範
に
レ
シ
ュ

ノ
学
院
を
創
設
し
て
コ
拝
聴
ゥ
ス
を
招
致
し
、
そ
の
私
領
都
市
を
ボ
ヘ
ミ
ア
兄
弟
団
の
最
大
拠
点
た
ら
し
め
た
。
な
お
、
そ
の
弟
ア
ン
ジ
ェ
イ
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諺
巳
養
。
噺
（
一
六
〇
六
一
五
一
）
が
パ
リ
で
グ
胃
チ
ウ
ス
と
親
交
を
持
っ
た
の
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
弾
圧
が
本
格
化
し
た
三
五
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

　
こ
の
光
輝
あ
る
一
六
世
紀
的
伝
統
を
家
系
的
伝
統
化
さ
せ
続
け
た
の
が
、
祖
父
ボ
グ
ス
ワ
フ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
コ
メ
ニ
ゥ
ス
を
師
に
レ
シ

ュ
ノ
学
院
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ギ
リ
ス
諸
大
学
留
学
の
彼
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
親
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
的
立
場
を
最
大
限
に
発
揮
し
た

ば
か
り
か
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
視
さ
れ
て
弾
圧
さ
れ
続
け
た
こ
の
異
端
派
を
副
宰
相
の
立
場
か
ら
擁
護
し
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
四
八
年
に

新
首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
西
郊
に
設
置
さ
れ
た
私
領
地
レ
シ
ュ
ノ
は
こ
の
兄
弟
団
残
存
勢
力
や
ユ
ダ
ヤ
人
な
ど
の
異
端
・
異
教
徒
の
避
難
所
を
形
成

　
　
⑩

も
し
た
。
な
お
、
い
わ
ゆ
る
「
大
洪
水
」
時
代
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
争
（
一
六
五
五
－
六
〇
）
で
は
、
親
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
勢
力
の

一
翼
を
荷
つ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
同
様
に
、
彼
も
ま
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
側
で
参
戦
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
国
軍
に
よ
る
レ
シ
ュ
ノ
破
壊
を
甘
受
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
兄
弟
団
の
最
終
的
離
散
後
、
レ
シ
ュ
ノ
で
そ
の
主
著
『
大
教
授
学
』
を
執
筆
し
た
コ
メ
ニ
ゥ
ス
と
ボ
へ
、
ミ
ア
兄
弟

団
が
こ
れ
に
続
い
た
の
は
、
彼
の
晩
年
時
で
あ
る
。
ボ
ヘ
ミ
ア
兄
弟
団
が
ク
戸
ム
ウ
ェ
ル
を
動
か
し
て
レ
シ
ュ
ノ
学
院
再
建
資
金
募
金
に
成
功

　
　
　
　
⑪

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
急
進
的
異
端
派
が
離
散
先
で
開
明
的
レ
シ
チ
ン
ス
キ
家
の
名
声
を
高
め
も
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
父
ラ
フ
ァ
ウ
三
世
（
一
六
五
〇
一
一
七
〇
三
）
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
－
一
家
系
的
伝
統
の
圧
殺
下
に
大
ポ
ー
ラ
ン
ド
地
方
諸
県
の
知

事
を
歴
任
し
、
八
三
年
の
ソ
ビ
エ
ス
キ
王
指
揮
ウ
ィ
ー
ン
北
郊
対
ト
ル
コ
十
字
軍
戦
参
戦
で
将
軍
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
晩
年
に
ト
ル
コ
使
節

を
勤
め
た
彼
は
、
親
フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
イ
セ
ン
的
立
場
で
国
内
親
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
勢
力
の
指
導
的
人
物
で
あ
り
続
け
た
。
彼
も
ま
た
、
コ
メ
ニ

ゥ
ス
の
孫
ヤ
ブ
ォ
ソ
ス
キ
U
』
。
智
寓
。
》
ω
臨
を
重
用
し
て
レ
シ
ュ
ノ
学
院
再
建
に
尽
力
す
る
一
方
、
詩
作
や
「
ト
ル
コ
使
節
日
記
」
U
欝
阜

房
N
℃
o
ω
9
。
。
讐
騨
α
0
8
母
。
自
宅
村
・
δ
り
O
O
素
引
。
σ
q
o
な
ど
も
残
し
た
学
芸
保
護
者
で
あ
り
、
文
人
で
も
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
家
系
的
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

統
の
閉
塞
状
況
下
に
あ
っ
て
「
自
分
は
平
穏
な
隷
従
よ
り
も
、
む
し
ろ
危
険
の
伴
う
自
由
を
選
ぶ
」
と
い
う
そ
の
生
活
信
条
を
、
息
子
レ
シ
チ

ン
ス
キ
に
薫
陶
す
る
こ
と
さ
え
揮
ら
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
幼
児
期
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
に
は
不
明
の
部
分
が
多
い
。
一
人
息
子
の
彼
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
近
接
辺
境
都
市
ル
ヴ
フ
で
儲
け
た
母
は
、
パ
リ
留
学
後
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フランス啓蒙思想とレシチンスキの役割（中山）

に
軍
司
令
官
．
兼
ク
ラ
ク
フ
城
守
と
な
っ
た
ヤ
ブ
ウ
ォ
ノ
フ
ス
キ
誓
・
冒
瓢
0
8
壽
巨
の
娘
で
あ
る
。
少
年
期
に
レ
シ
ュ
ノ
学
院
で
コ
メ
ニ
ウ

ス
の
学
風
に
も
接
し
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
は
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
オ
ー
デ
ル
の
ル
タ
ー
派
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
進
学
し
た
。
当
時

の
彼
が
眼
前
に
し
た
選
挙
王
制
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
家
と
は
、
対
ト
ル
コ
十
字
軍
戦
で
の
国
際
的
名
声
に
反
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
的
領
主
や
シ
ュ
ラ
フ

タ
躍
進
下
、
そ
の
一
六
世
紀
的
伝
統
を
加
速
的
に
風
化
さ
せ
、
家
運
同
様
に
国
運
の
衰
退
を
も
促
進
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
青
年
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
む

の
九
五
i
九
六
年
、
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
、
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
歴
訪
後
オ
ラ
ン
ダ
に
赴
い
た
が
、
国
王
死
去
の
報
で
ド
ー
バ
ー
を

渡
る
機
会
を
失
っ
た
。
こ
の
西
欧
遍
歴
期
、
彼
は
辺
境
一
貴
族
青
年
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
は
い
い
難
い
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
離
散
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄

弟
団
や
ボ
ヘ
ミ
ア
兄
弟
団
信
徒
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
そ
う
し
た
存
在
で
あ
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。

急
遽
帰
国
し
た
彼
は
、
九
七
年
の
国
王
選
出
議
会
に
席
を
占
め
た
が
、
こ
の
公
職
就
任
前
に
カ
ト
リ
ッ
ク
改
宗
に
踏
切
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期

の
精
神
的
葛
藤
が
、
彼
の
宗
教
的
寛
容
の
原
動
力
と
な
り
、
親
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
軸
で
親
理
神
論
劇
的
立
場
た
ら
し
め
た
ば
か
り
か
、
弾
圧
さ
れ

始
め
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
保
護
を
も
可
能
に
し
た
と
い
え
よ
う
。
国
王
選
挙
で
は
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
推
挙
の
ヤ
ク
ブ
・
ソ
ビ
エ
ス
キ
か
ら
ア
ウ
グ

ス
ト
ニ
世
支
持
に
転
じ
、
結
婚
の
翌
九
九
年
に
弱
冠
二
二
歳
で
ポ
ズ
ナ
ン
県
知
事
に
就
任
し
て
上
院
議
員
と
な
り
、
新
世
紀
の
幕
開
き
に
相
応

し
い
新
進
気
鋭
の
政
治
家
と
し
て
現
実
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
う
し
た
彼
は
、
そ
の
心
中
に
光
輝
あ
る
家
系
的
伝
統
1
ー

ポ
ー
ラ
ソ
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
継
承
・
発
展
を
期
し
た
に
違
い
な
い
。

　
北
方
戦
争
勃
発
後
、
彼
は
カ
ル
ル
一
二
世
に
呼
応
し
て
結
成
さ
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
連
盟
に
よ
り
国
王
に
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
第
一
次
王
位
継

承
自
体
は
、
偶
発
的
と
は
い
え
な
い
し
、
彼
を
カ
ル
ル
一
二
世
の
微
難
視
も
で
き
な
い
。
そ
の
家
系
的
伝
統
に
希
望
を
託
し
、
　
一
六
世
紀
的

伝
統
の
再
来
を
待
望
し
て
き
た
そ
の
支
持
・
支
援
勢
力
に
よ
る
当
然
の
帰
結
で
も
あ
っ
た
。
事
実
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
マ
ゼ
パ
指
揮
コ
サ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

勢
力
さ
え
も
期
待
で
き
た
彼
自
身
、
そ
の
即
位
布
告
文
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
諸
階
層
へ
の
宣
言
」
寓
ρ
巴
討
卑
島
。
開
き
ひ
毒
二
重
。
曙
℃
♀

　
　
　
　
　
　
⑮
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

巷
。
ま
①
〕
勺
9
・
。
匹
2
で
旧
制
度
社
会
か
ら
の
「
解
放
と
自
由
偏
を
強
調
し
、
そ
の
家
系
的
伝
統
1
ー
ポ
ー
ラ
ソ
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
を
最
大
限
に

発
揚
し
た
。
そ
の
後
、
レ
シ
ュ
ノ
は
ロ
シ
ア
軍
に
躁
糊
さ
れ
、
ポ
ル
タ
ヴ
ァ
戦
以
降
は
彼
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍
を
も
指
揮
し
た
が
敗
北
を
重
ね
、
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一
二
年
に
退
位
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
翌
二
二
年
、
ト
ル
コ
領
ベ
ン
デ
ル
滞
在
中
の
カ
ル
ル
一
二
世
に
合
流
し
た
彼
は
再
起
を
賭
け

て
タ
タ
ー
ル
・
ト
ル
コ
人
混
成
軍
編
成
を
試
み
た
が
、
こ
れ
に
も
失
敗
し
た
。
こ
う
し
て
、
一
四
年
以
降
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
経
由
で
ラ
イ
ン
川
流

域
各
地
を
転
々
と
し
た
彼
は
一
七
年
に
は
長
女
と
死
別
し
た
が
、
一
九
年
に
い
た
り
ア
ル
ザ
ス
の
ヴ
ィ
ッ
サ
ソ
ブ
ー
ル
で
そ
の
流
転
生
活
に
一

応
の
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
小
都
市
は
、
か
つ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
側
近
と
な
り
、
エ
ラ
ス
ム
ス
主
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

移
植
で
も
貢
献
し
た
デ
ィ
ー
ッ
旨
U
δ
言
の
生
誕
地
で
あ
る
。
　
レ
シ
チ
ン
ス
キ
は
、
皮
肉
に
も
こ
の
地
で
亡
命
生
活
に
甘
ん
じ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
客
観
的
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
正
統
的
継
承
資
格
を
持
ち
え
た
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
後
、
マ
リ
ア
結
婚
を
機
に
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
城
滞
在
期
を
迎
え
た
彼
の
境
遇
は
「
聖
霊
勲
章
」
授
賞
や
フ
ラ
ン
ス
軍
騎
兵
連
隊
長
就
任
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

激
変
を
み
た
。
そ
の
間
、
新
局
面
で
の
再
王
位
継
承
を
意
識
し
た
反
面
、
彼
は
そ
の
体
験
を
通
じ
て
武
人
的
国
王
ソ
ビ
エ
ス
キ
や
カ
ル
ル
一
二

世
同
様
、
自
ら
の
限
界
や
悲
哀
を
も
噛
み
締
め
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
軍
人
・
政
治
家
的
な
家
系
的
伝
統
の
一
面
性
に
固
執
す
る
こ
と
の

愚
昧
さ
を
も
痛
感
で
き
た
は
ず
で
、
こ
れ
が
彼
の
文
筆
活
動
を
開
眼
さ
せ
る
好
機
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
彼
が
離
散
ポ
ー
ラ
ン
ド

一
六
世
紀
的
伝
統
へ
の
渇
望
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
に
生
活
の
場
を
確
立
し
た
彼
に
と
り
、
渡
英
機
会
を
失

な
っ
た
負
目
も
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
で
あ
ろ
う
。
彼
に
す
れ
ば
、
そ
の
家
系
的
伝
統
を
回
想
す
る
だ
け
で
も
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
思
想
ま
で
も
が

ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
や
ボ
ヘ
ミ
ア
兄
弟
団
の
知
的
所
産
と
映
ず
る
、
独
自
の
短
絡
的
認
識
も
可
能
で
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
誰
よ
り
も

そ
の
先
駆
的
摂
取
ば
か
り
か
、
そ
の
摂
取
資
格
さ
え
を
も
自
負
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
み
な
し
う
る
。
再
王
位
継
承
を
賭
け
て
本
格
的
「
ポ
ー

ラ
ン
ド
統
治
論
」
を
構
想
す
る
に
い
た
る
彼
が
、
早
く
も
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
の
交
流
を
開
始
し
て
彼
に
期
待
を
か
け
た
の
も
、
こ
う
し
た
思
想

的
成
熟
を
反
映
し
た
行
動
原
理
に
も
と
づ
い
て
い
「
た
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
前
章
で
の
考
察
を
も
踏
ま
え
、
こ
の
よ
う
な
『
自
由
の
声
』
構
想
・
執
筆
自
体
が
彼
に
先
駆
的
啓
蒙
君
主
の
基
本
的
条
件
を
賦
与
す
る
上
で
、

決
定
的
役
割
を
演
じ
た
と
み
な
せ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
を
動
機
づ
け
促
進
さ
せ
も
し
た
旧
制
度
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
動
向
に
も
目
を
転

じ
て
お
き
た
い
。
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フランス啓蒙思想とレシチンスキの役割（中山）

　
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
陣
営
完
敗
後
、
そ
の
祖
困
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
が
聖
地
チ
ェ
ン
ス
ト
ホ
ー
ヴ
ァ
で
一
七
年
に
一
大
祝
祭
を
挙
行
し
、
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

年
の
流
血
の
ト
ル
ソ
事
件
な
ど
で
魔
女
狩
り
を
日
常
化
さ
せ
、
反
宗
教
改
革
の
最
高
魚
期
を
現
出
さ
せ
て
い
た
。
国
政
面
で
は
貴
族
特
権
リ
ベ

ル
ム
・
ヴ
ェ
ト
乱
用
で
無
政
府
状
態
が
恒
常
化
し
、
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
支
持
・
支
援
勢
力
は
暗
黒
時
代
に
あ
っ
た
。
微
か
な
希
望
と
い
え
ば
、
二

〇
年
代
以
降
に
本
格
化
し
た
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
浸
透
、
こ
れ
に
よ
る
外
来
・
都
市
的
要
素
の
覚
醒
や
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
『
テ
レ
マ
ク
』
翻
訳
・
刊

⑳行
、
カ
ジ
ミ
ェ
シ
ェ
大
王
側
近
ヤ
ン
コ
の
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
年
代
記
』
智
艮
o
N
O
N
錠
艮
。
≦
ρ
肉
唖
§
帖
ぎ
辱
ミ
⇔
ぎ
（
成
立
一
三
八
七
、
刊
行
ラ
イ
プ

チ
ヒ
、
一
七
三
〇
）
流
布
に
よ
る
一
四
世
紀
的
伝
統
の
再
生
気
運
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
外
来
ザ
ク
セ
ン

王
朝
ア
ウ
グ
ス
ト
ニ
世
の
君
臨
を
許
し
て
い
た
訳
で
あ
る
。

　
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
政
情
に
も
精
通
す
る
に
い
た
っ
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
は
益
々
イ
ギ
リ
ス
政
治
思
想
や
実
際
政
治
の
意
識
的
摂
取
の
衝
動
に
も

駆
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
の
宗
教
・
思
想
界
全
般
の
知
識
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
『
哲
学
書
簡
』
が
満
足
さ
せ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に

は
限
界
が
あ
っ
た
。
三
三
年
段
階
で
『
自
由
の
声
』
刊
行
が
見
送
ら
れ
た
可
能
性
も
こ
う
し
た
事
情
に
も
よ
ろ
う
。
そ
の
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
自
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
フ
ル
ー
リ
外
交
路
線
に
沿
う
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
で
は
フ
ラ
γ
ス
側
軍
事
援
助
に
も
恵
ま
れ
ず
、
再
王
位
継
承
に
失
敗
し
た
。
こ
の
戦

争
中
、
彼
の
文
筆
活
動
は
若
干
の
布
告
文
や
書
簡
刊
行
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
国
際
的
名
声
は
ラ
ン
フ
ト
に
よ
る
先
駆
的
伝
記
『
ポ
ー

ラ
ン
ド
王
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
一
世
の
生
涯
と
悲
劇
』
寓
．
園
ρ
艮
＃
ミ
偽
券
§
、
ミ
鳶
無
馬
恥
ト
さ
§
§
織
9
ミ
儲
君
ミ
§
恥
§
き
ミ
』
　
～
ミ
§
映
§
鳶
恥

い
ミ
腹
凌
ぎ
器
』
虚
§
℃
9
§
（
フ
ラ
ソ
グ
ブ
ル
ト
、
一
七
三
六
）
刊
を
も
契
機
に
急
速
な
広
が
り
を
み
せ
た
。
こ
う
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
宮
廷
の
好

意
で
ケ
当
山
ヒ
ス
ベ
ル
ク
に
避
難
し
た
後
の
彼
は
、
ウ
ィ
ー
ン
和
約
で
」
代
限
り
の
ロ
レ
…
ヌ
公
に
即
位
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
即
位
当
初
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

彼
は
第
三
次
王
位
継
承
に
余
念
が
な
か
っ
た
と
み
え
る
。
三
七
年
執
筆
の
「
生
活
規
範
」
涛
¢
σ
q
ご
5
0
　
δ
け
α
o
＜
δ
で
新
生
活
を
意
識
し
た
彼
が
、

そ
の
処
女
事
業
を
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
新
士
宮
学
校
発
足
に
充
当
さ
せ
、
定
員
枠
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ロ
レ
ー
ヌ
両
出
身
者
に
折
半
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
『
自
由
の
声
』
執
筆
・
刊
行
も
急
が
れ
た
は
ず
で
、
三
八
年
成
立
四
三
年
刊
行
説
が
そ
れ
を
裏
書
き
し
て
く
れ
る
が
、
こ
れ
ま
た
見
送

ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
再
度
の
王
位
失
脚
を
踏
ま
え
て
本
書
を
よ
り
完
成
度
の
高
い
画
期
的
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
治
論
」
た
ら
し
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め
る
一
方
、
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
に
も
な
り
う
る
普
遍
性
を
彼
が
意
図
し
た
と
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
当
時
の
彼
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
執
筆
の
衝
動
に
も
駆
ら
れ
る
事
情
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
『
王
妃
マ
リ
ア
へ
の
忠
告
』
が

そ
の
原
型
を
な
そ
う
が
、
ロ
レ
ー
ヌ
公
即
位
時
に
彼
が
痛
感
し
た
弱
体
フ
ラ
ン
ス
の
実
態
、
ロ
レ
ー
ヌ
管
理
フ
ラ
ン
ス
地
方
総
監
に
み
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓼

地
方
末
端
行
政
の
拙
劣
さ
、
感
知
さ
れ
た
マ
リ
ア
の
結
婚
生
活
の
陰
り
な
ど
が
そ
う
し
た
潜
在
的
衝
動
を
顕
在
化
さ
せ
た
だ
け
と
は
限
ら
な
い
。

ル
イ
王
太
子
の
成
長
振
り
に
過
大
な
期
待
を
寄
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
の
未
来
そ
の
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
の
長
寿
の
秘
訣
と
も
関

連
し
よ
う
が
、
そ
の
望
ま
し
い
典
型
を
精
一
杯
示
さ
ざ
る
を
え
な
い
人
間
的
心
情
の
発
露
を
反
映
し
た
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
点
、
反
宗
教
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
動
向
も
み
ら
れ
た
複
合
多
民
族
地
域
ロ
レ
ー
ヌ
統
治
は
、
そ
の
伝
来
の
家
系
的
伝
統
の
み
で
も
事
足
り
た
。
事
実
、
彼
は
そ
の
領
民
保
護
・

育
成
を
積
極
的
社
会
・
経
済
政
策
で
推
進
し
、
学
芸
保
護
面
で
は
奨
学
資
金
制
度
の
拡
充
や
教
育
機
関
設
立
で
貢
献
し
た
。
そ
の
ア
カ
デ
、
ミ
ー

創
設
ま
で
の
係
数
年
間
だ
け
で
も
、
彼
は
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
道
路
・
橋
梁
学
校
、
同
音
楽
院
と
小
姓
学
校
、
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
を
起
用
し
て
の
ナ

ン
シ
ー
郊
外
王
立
神
学
校
、
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
獣
医
学
校
に
次
ぐ
ナ
ン
シ
ー
王
立
医
学
校
創
設
と
大
学
へ
の
移
管
、
同
公
共
図
書
館
の
創
設
な
ど

を
順
次
手
掛
け
た
。
な
お
、
パ
リ
大
学
を
凌
ぐ
ナ
ン
シ
ー
大
学
建
設
を
企
図
し
た
彼
と
そ
の
側
近
が
地
方
総
監
の
妨
害
を
排
除
し
、
取
り
繕
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ず
創
設
に
漕
ぎ
着
け
た
の
が
ア
カ
デ
ミ
ー
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
小
都
市
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
文
化
的
中
心
地
に
変
容
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の

業
績
だ
け
で
も
、
当
時
に
あ
っ
て
は
先
駆
的
啓
蒙
君
主
の
基
本
的
条
件
に
な
り
え
よ
う
が
、
そ
れ
は
所
詮
「
慈
善
王
」
の
そ
れ
と
み
な
し
た
い
。

そ
の
主
著
『
自
由
の
声
』
と
ロ
レ
ー
ヌ
統
治
の
延
長
線
上
に
位
置
し
た
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
執
筆
を
も
前
提
に
し
た
そ
の
文
筆
活
動
こ
そ
が
、

決
定
的
な
そ
の
基
本
的
条
件
に
な
り
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
『
自
由
の
声
』
が
、
最
高
度
の
普
遍
性
を
具
備
し
た
「
国
家
統
治
論
」
に
な
り
え
た
ら
、
念
願
の
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
も
こ
れ
で
充
足
で

き
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
冒
頭
に
「
最
愛
の
祖
国
の
た
め
に
」
と
謳
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
初
版
の
本
書
は
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
即
し

て
も
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
治
論
」
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
彼
は
、
『
友
情
あ
る
忠
告
へ
の
回
答
』
謁
愚
§
聴
織
、
」
§
龍
§
疑

義
§
多
多
§
N
、
9
§
無
母
（
成
立
一
七
四
七
、
刊
行
リ
ヨ
ン
、
一
七
五
〇
）
、
「
王
国
行
政
論
一
、
『
キ
リ
ス
ト
教
徒
的
哲
学
者
』
密
特
ミ
ご
8
辱
ぎ
轟
嵐
識
§
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⑱

（
刊
行
地
不
明
、
一
七
四
九
）
、
「
善
王
の
肖
像
」
℃
o
詳
茜
二
六
、
§
げ
8
H
9
な
ど
で
も
こ
う
し
た
限
界
性
に
挑
戦
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

で
は
、
彼
が
こ
れ
ら
で
満
足
し
た
か
と
い
え
ぼ
、
否
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
四
七
年
に
そ
の
妻
と
死
別
し
て
身
寄
り
を
失
な
う
彼

が
、
自
分
を
慕
っ
て
国
政
に
も
深
い
関
心
を
示
し
始
め
た
四
五
年
成
婚
の
ル
イ
王
太
子
に
期
し
う
る
最
高
水
準
の
帝
王
学
を
伝
授
す
る
必
要
か

ら
も
、
高
度
の
普
遍
性
と
確
固
と
し
た
近
代
的
「
帝
王
学
教
科
書
」
の
提
示
を
至
上
命
令
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
次
章
で
彼
と
『
法

の
精
神
』
で
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
を
確
固
不
動
の
も
の
に
し
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
の
交
流
関
係
を
徹
底
的
に
重
り
下
げ
た
い
理
由
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
通
じ
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
先
駆
的
啓
蒙
君
主
た
ら
し
め
た
決
定
的
な
基
本
的
条
件
と
し
て
、
そ
の

後
半
生
に
集
中
し
た
精
力
的
な
文
筆
活
動
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
、
そ
の
前
提
条
件
に
な
っ
た
も
の
は
家
系
的
伝
統
に
培
わ
れ

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
忍
目
世
紀
的
伝
統
の
正
統
的
継
承
性
だ
け
で
は
な
い
。
　
い
ま
一
つ
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
治
論
」
と
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
執

筆
・
刊
行
を
意
図
し
て
彼
が
ど
の
君
主
に
も
ま
し
て
主
体
的
に
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
思
想
の
意
識
的
で
先
駆
的
な
摂
取
に
最
善
を
尽
く
し
た
点
に
あ

る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
彼
の
先
駆
的
啓
蒙
君
主
と
し
て
の
独
自
性
と
は
、
先
ず
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
を
介
し
な
が
ら
も
そ
の
文
筆
活
動
を
通
じ

て
自
己
の
家
系
的
伝
統
に
培
わ
れ
た
＝
ハ
世
紀
伝
統
に
離
散
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
先
駆
的
接
合
を
主
体
的
に
体
現
し
た
面
に
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
、
彼
が
な
し
た
確
立
期
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
へ
の
貢
献
は
再
評
価
の
価
値
が
あ
ろ
う
。

③
　
関
口
「
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
一
世
」
、
　
＝
二
頁
。

②
鼠
p
嶺
母
。
け
ρ
冒
8
ρ
§
恥
謁
翁
概
詩
ミ
導
ミ
題
肺
§
§
§
W
”
㌧
ミ
§
職
無
勲

　
㌔
§
ミ
｝
§
恥
§
防
§
翫
寒
難
い
守
§
§
和
ぴ
。
巳
。
詳
　
一
り
。
。
一
…
U
＆
乱
冒
　
缶
器
伊

　
§
慧
。
§
§
δ
§
。
さ
奪
ミ
§
紬
笥
ミ
ぎ
さ
。
－
ざ
跨
ぎ
摯
N
ミ
建
眺
甦
帖
糞

　
さ
焼
慰
3
≦
圏
o
o
富
毛
レ
㊤
○
。
b
。
」
℃
℃
。
認
b
。
諸
点
ρ
な
お
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
自
体
が
プ
リ

　
ー
メ
ー
ソ
ン
員
で
あ
っ
た
確
証
は
な
い
が
、
親
族
や
側
近
に
は
多
数
存
在
し
た
。

詳
し
く
は
、
臼
巳
覧
コ
賭
凶
①
◎
ミ
O
§
賦
O
無
窺
馬
ミ
£
O
乳
罫
ミ
勲
．
」
．
㌧
ら
蘭
肘
焼
ミ
9
穿

　
肋
翼
N
認
N
へ
駅
タ
三
田
ま
ぎ
一
〇
。
。
伊
や
蕊
噛
ピ
＆
鼠
呼
出
器
。
。
、
恥
器
騎
滴
§
奪

　
さ
ミ
噛
讐
a
誘
魯
§
ミ
§
曇
霞
伽
類
㊤
慈
2
お
G
。
9
℃
℃
為
？
c
。
9
舅
。
一
α
日
§
ヤ
§
曾
鼠
計

　
℃
払
。
。
9

③
　
『
自
由
の
寡
少
扉
絵
を
飾
っ
て
お
り
、
F
・
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
リ
（
加
藤
喜
代
志

　
・
水
困
洋
訳
）
『
啓
蒙
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
改
革
』
み
す
ず
書
房
、
　
一
九
八
一
、
　
一

　
一
二
七
頁
も
、
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
。

④
㌘
o
饗
唇
§
顧
職
計
鍔
b
。
O
O
凸
。
。
。
。
。

⑤
富
ミ
、
や
b
。
8
■

⑥
　
評
価
と
内
容
は
、
ア
ン
ド
レ
・
リ
シ
ュ
タ
ン
ベ
ル
ジ
ュ
（
野
沢
協
訳
）
『
十
八

　
世
紀
社
会
主
義
』
法
制
大
学
出
版
局
、
一
九
八
｝
、
三
　
三
頁
参
照
。

⑦
特
に
共
和
主
義
的
傾
向
と
の
関
連
は
、
密
碧
幣
ρ
耳
①
”
心
§
趨
§
名
馬
W
δ
§
や
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3
識
零
｝
N
♪
℃
餌
『
一
〇
◎
㌧
一
り
①
ω
、
℃
℃
■
一
Q
Q
一
一
一
回
目
一
国
ヨ
P
目
口
O
一
図
O
ω
ジ
〈
O
吋
O
芝
ω
一
（
㌍
、
、
ω
伴
帥
」

　
昌
一
〇
◎
即
穿
◎
≦
】
じ
⑦
o
o
N
O
N
嘱
渉
り
。
同
（
一
－
図
①
℃
霞
げ
一
謡
（
㊤
コ
一
P
℃
即
O
団
ゆ
ω
け
餌
、
、
」
§
自
ミ
袋
N
心
象
隷
ミ
無
こ

　
い
×
〉
【
H
＜
　
（
一
㊤
Φ
“
）
、
b
二
“
一
－
卜
σ
O
g
N

⑧
出
碧
・
。
悔
§
ミ
‘
署
．
這
。
。
㌧
b
。
O
圃
●

⑨
シ
リ
ジ
ニ
ス
キ
前
掲
論
文
、
一
八
○
頁
。

⑩
囚
騨
N
営
冨
農
閑
。
葦
葺
F
§
a
寒
§
豊
黛
ミ
蕩
遷
ミ
惹
．
§
富
§
§
㌶

　
O
毎
§
無
＄
♂
＜
P
吋
し
隠
N
㊤
毛
P
ド
㊤
『
O
」
℃
．
①
Q
◎
◆

⑪
口
p
葺
§
．
ミ
‘
℃
』
O
ド

⑫
冨
a
巴
器
量
§
。
℃
。
N
旨
ξ
・
賦
、
ト
こ
き
ミ
肉
．
§
嫡
§
㌧
貯
『
す
δ
ω
9
や
b
。
ω
q
．

⑱
以
下
、
そ
の
略
伝
は
主
に
悔
。
匡
ヨ
p
戸
愚
・
ミ
・
”
℃
℃
・
嵩
み
『
疑
い
①
。
ぼ
鼻
P

　
愚
．
鼠
黛
H
㌔
嵩
為
り
に
よ
る
。

⑭
9
①
鴇
Q
。
9
琶
ξ
㌧
§
馬
さ
軸
二
一
駐
”
§
憶
ミ
§
§
肋
愚
ミ
ミ
画
§
§
§

　
肉
ミ
電
肉
焼
隠
欝
§
ミ
G
馬
ミ
剛
“
遣
℃
翼
。
毛
く
。
『
ぎ
一
㊤
◎
。
一
が
詳
し
い
。

⑮
を
は
。
置
肩
㊤
。
・
塁
。
罫
さ
び
ミ
馬
恥
窪
§
馨
忌
魯
ミ
き
k
蔑
－
眺
苺
蔑
§
㌣

　
款
3
≦
餌
戦
ω
N
P
謹
㊤
㌧
H
O
ゆ
P
や
℃
．
b
o
一
同
一
b
5
卜
⊃
9

⑯
き
ミ
‘
や
鎗
メ

⑰
司
①
昨
日
p
辞
§
．
ミ
‘
篭
．
置
G
。
占
置
．

⑱
　
　
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
マ
リ
ア
結
婚
前
の
二
四
年
に
既

　
定
方
針
と
な
っ
て
い
た
背
景
は
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
キ
ェ
ニ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ
編
（
加
藤

　
　
一
夫
・
永
島
孝
生
訳
）
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
』
（
全
二
巻
）
恒
文
社
、
一
九
八
六
、
第

　
　
一
巻
、
二
入
六
一
二
八
七
頁
参
照
。

⑲
O
。
。
冨
『
鯖
舘
。
。
拝
母
亀
喰
N
馬
§
ぎ
§
焼
ぎ
ミ
ご
ミ
ミ
，
、
陶
。
ヨ
ρ
δ
3
℃
．

　
　
駆
一
一
…
ω
仲
㊤
鵠
h
6
0
曝
P
’
く
ω
P
一
ヨ
O
コ
O
♂
〈
一
〇
N
㌧
隔
鴨
門
げ
Φ
目
O
戦
q
か
q
℃
同
O
ρ
『
O
同
一
刈
b
o
れ
、
噛
、
」
ミ
騎

　
勺
§
ミ
§
ミ
無
ミ
詩
斜
×
×
×
メ
＜
H
H
（
H
り
Q
。
G
。
）
㌧
℃
℃
・
多
義
O
．
ま
た
、
摘
稿
「
ポ

　
　
ー
ラ
ソ
ド
啓
蒙
思
想
の
源
流
」
、
二
六
－
二
七
頁
を
も
参
照
。

⑳
出
錺
ω
」
§
ミ
こ
℃
■
①
㊤
臣
∴
Ω
⑦
。
蹟
ρ
涛
＆
ρ
国
§
憾
ぐ
・
ぎ
暮
鴨
ミ
寡
婦
§
§

　
G
ミ
裳
§
望
診
毒
巳
ご
巳
〈
Φ
邑
韓
藍
。
ω
ρ
お
。
。
伊
や
ぱ
。
。
．

⑳
ω
鴛
8
p
§
凸
ミ
‘
署
’
＝
b
。
1
お
幽
嚇
な
N
臥
謹
上
9
＜
ω
H
F
．
．
津
。
ヨ
図
巴
。
。
・
N
』

　
騨
O
♂
＜
一
〇
¢
　
け
O
　
O
℃
ρ
仲
σ
≦
i
け
げ
④
　
類
営
け
O
「
望
　
O
h
　
昌
H
①
　
U
O
O
O
日
℃
O
ω
一
二
〇
P
　
O
｛
　
け
『
O

　
。
。
欝
巳
鴇
署
冒
ω
N
。
凶
旨
ω
匡
O
㊤
旨
℃
、
、
㌧
ぎ
N
§
載
ミ
§
ミ
暮
N
ミ
恥
§
§
§
ミ

　
o
§
窯
鴇
ミ
ミ
恥
ミ
§
N
的
鳥
帖
§
§
§
恥
§
ぎ
§
w
㌧
乏
婁
・
p
蓄
し
㊤
窃
9

　
℃
℃
．
b
o
一
『
一
爬
ω
刈
．

⑫
　
　
㎏
H
O
《
p
ゆ
円
計
§
■
“
隷
．
㌧
℃
℃
．
ω
①
り
1
心
O
①
．

⑱
凶
ρ
巨
蕾
罎
3
N
。
壽
冨
、
即
瀞
。
譜
遣
鳥
§
ぎ
恥
§
譜
譜
§
蹟
蚤
£
声
誉
害
，

　
首
ミ
。
建
罫
物
恥
9
≦
碧
ω
昌
≦
ρ
お
①
お
℃
．
嵩
・
そ
の
定
員
は
四
八
名
と
さ
れ
て
い

　
　
た
。

⑭
ω
。
愚
”
9
§
ミ
蕊
彰
彰
題
遷
一
盛
：
二
や
豊
。
。
ヤ
①
け
饗
ω
ω
一
白

⑳
〉
霞
・
督
≦
覧
Φ
斗
溌
冨
㌧
ミ
黛
蔦
織
じ
§
超
蓼
ぎ
三
男
§
轟
馬
§
凌
ミ
§
欝

　
H
l
困
H
、
勺
O
N
昌
P
跡
㌧
一
Φ
ω
9
H
押
℃
．
心
O
喩
◆

⑳
霞
。
げ
巴
勺
震
奮
①
、
韓
§
斗
馬
§
ミ
ト
ミ
ミ
暴
6
。
巳
2
ω
①
レ
㊤
§
℃
や
ω
b
。
“

　
1
鐙
ω
■
特
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
関
し
て
は
、
≧
夢
霞
鵠
・
箒
N
σ
醇
騨
§
馬
、
§
9
§

　
財
ミ
喧
§
§
馬
ミ
ミ
N
こ
ぎ
斎
§
℃
署
9
＜
尾
。
ユ
ハ
し
㊤
O
。
。
ら
．
ド
。
。
い
簿
嚇
器
ぎ
．

⑳
　
関
口
前
掲
論
文
、
　
一
二
i
｝
四
頁
、
〉
旨
。
置
国
犀
。
・
N
げ
舜
暑
b
．
．
N
α
旦
黒
㌣

　
　
冨
。
の
9
ω
3
募
二
三
常
ω
N
。
N
旨
。
・
江
㊦
σ
Q
。
芝
u
。
3
蔓
コ
α
q
U
一
、
、
い
昏
出
題
讐
ミ
騨

　
　
w
ぎ
§
ぎ
§
§
§
§
賊
§
ミ
軸
蛍
ミ
恥
§
ミ
ミ
ミ
．
§
ミ
ミ
謹
ミ
§
蓉
g
t
遭
．

　
℃
ミ
　
§
§
ミ
馬
偽
O
　
寒
註
職
馬
、
象
】
§
↓
§
b
　
≦
ρ
補
Q
。
凶
㊤
薫
P
　
同
り
ト
∂
P
　
℃
℃
・
　
御
し
Q
㊤
I
H
膳
α
…

　
　
閃
＝
円
月
§
’
翫
計
℃
・
お
㊤
．
ナ
ン
シ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
全
容
は
、
U
弾
三
2

　
　
知
。
g
ρ
富
§
§
犠
塁
ミ
｝
§
義
ミ
黛
。
ミ
§
馬
四
§
斜
翫
駄
§
§
ミ
§
ミ
駄
一

　
　
ミ
§
差
緊
Q
§
§
霜
楠
茎
ま
恥
。
山
N
。
。
沖
学
囲
押
籠
目
一
ω
レ
ミ
。
。
」
固
℃
ω
亀
ム
蜜

⑱
　
　
℃
同
O
《
P
目
幽
愚
■
偽
鳶
己
℃
℃
．
b
コ
ω
Q
◎
ー
ト
。
心
b
o
。
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フランス啓蒙思想とレシチンスキの役割（中山）

三
　
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
交
流

　
↓
　
雨
者
の
交
流
開
始
と
『
自
由
の
声
』
成
立

　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
『
法
の
精
神
』
刊
行
前
年
の
一
七
四
七
年
六
月
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
ミ
ル
ポ
ア
夫
人
同
伴
で
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
を
訪
問
し
、
回
想
記
「
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ニ
フ
ワ
フ
・
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
宮
で
の
思
い
出
」
を
残
し
た
。
そ
の
中
で
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
王
は
、
建
造
物
や
庭
園
に
対
す
る
讃
嘆
す
べ
き
趣
味

の
持
主
で
あ
る
。
彼
は
、
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
で
並
外
れ
た
事
業
を
な
し
た
も
の
だ
」
、
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
訪
問
時
は
、
ま
さ
に
「
レ
シ
チ
ン

ス
キ
の
来
住
後
一
〇
年
に
し
て
、
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
宮
は
た
ん
に
洗
練
さ
れ
た
ぼ
か
り
か
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
よ
り
も
学
識
を
備
え
た
も
の
に
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
か
も
竪
苦
し
い
礼
儀
作
法
が
完
全
に
追
放
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
魅
力
を
増
し
た
」
時
期
に
相
当
し
た
。

　
そ
の
彼
は
、
翌
四
八
年
に
『
法
の
精
神
』
刊
行
で
そ
の
地
位
を
確
固
不
動
の
も
の
に
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
他
方
、
ナ
ン
シ
ー
・
ア

カ
デ
ミ
ー
発
足
約
九
箇
月
前
に
こ
れ
を
察
知
で
き
た
彼
は
、
早
速
そ
の
メ
ヅ
ス
一
七
五
一
年
三
月
二
〇
日
付
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
宛
書
簡
で
「
陛
下

は
ナ
ン
シ
ー
に
ア
カ
デ
ミ
ー
を
先
頃
創
設
さ
れ
た
由
、
…
…
私
の
念
願
は
陛
下
か
ら
そ
こ
で
の
地
位
を
要
請
す
る
こ
と
」
（
O
O
域
H
曾
　
　
α
り
α
）
と
入

会
自
薦
に
及
び
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
て
会
長
に
推
挙
さ
れ
た
。
こ
の
晴
舞
台
、
彼
が
レ
シ
チ
ン
ス
キ
に
献
呈
し
た
も
の
が
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大

王
の
腹
心
リ
ュ
シ
マ
コ
ス
を
題
材
に
こ
の
啓
蒙
君
主
を
賞
讃
し
た
、
寓
意
的
短
篇
「
リ
ジ
マ
ク
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
四
七
－
五
一
年
に
急
展
開
の
両
者
の
蜜
月
的
交
流
自
体
、
先
ず
そ
れ
相
応
の
長
期
間
に
わ
た
る
交
流
関
係
の
帰
結
に

す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
を
提
起
し
よ
う
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
も
、
両
者
の
交
流
は
レ
シ
チ
ン
ス
キ

の
『
自
由
の
声
』
と
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
構
想
時
、
つ
ま
り
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
期
（
一
七
二
九
⊥
二
一
）
以
前
に
湖
り
う
る

の
で
は
な
い
か
、
と
類
推
で
き
な
い
で
も
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
た
め
の
根
拠
、
す
な
わ
ち
両
者
間
に
早
期
的
交
流
を
促
進
し
え
た
と
想
定
し

う
る
前
提
的
条
件
乃
至
背
景
な
り
を
列
挙
し
て
み
た
い
。

　
そ
の
第
】
点
は
、
『
ペ
ル
シ
ア
人
の
手
紙
』
第
二
二
信
で
の
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ト
ル
コ
に
は
殆
ど
人
口
が
消
滅
し
た
」
と
す

67　（235）



る
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
の
荒
廃
振
り
の
誇
大
表
現
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
第
二
二
六
信
の
「
こ
の
国
は
そ
の
自
由
と
国
王
選
挙
権
の
使
用
法
が
非

常
に
拙
劣
で
、
両
者
と
も
無
く
し
た
近
隣
諸
民
族
を
こ
れ
で
楽
し
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
、
そ
の
国
制
上
の
致
命
的
欠
陥
を
鋭
く
見
抜
い

て
い
た
卓
見
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
流
転
生
活
の
果
て
に
余
裕
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
に
と
り
こ
の
上
も
な
い
刺
戟
的
発
言
に

な
り
え
た
。
そ
の
主
著
の
正
式
表
題
『
自
由
を
保
障
す
る
自
由
の
声
』
か
ら
し
て
、
本
書
成
立
の
直
接
的
動
機
に
こ
う
し
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

の
提
言
は
無
視
で
き
な
い
。

　
第
二
点
に
、
マ
リ
ア
結
婚
前
後
の
彼
の
行
動
を
あ
げ
た
い
。
そ
の
猟
官
時
代
の
パ
リ
社
交
生
活
期
（
【
七
二
ニ
ー
二
五
）
、
彼
は
オ
ル
レ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

公
や
ブ
ル
ボ
ン
公
ぽ
か
り
か
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
同
様
に
ド
・
プ
リ
夫
人
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
通
で
政
界
の
中
枢
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

位
置
し
え
た
彼
が
こ
の
成
婚
に
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
後
日
、
前
記
回
想
記
で
ブ
ル
ボ
ン
公
か
ら
二
五
年
三
月
下
旬
頃
に
マ

リ
ア
成
婚
決
定
の
報
に
接
し
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
自
身
の
劇
的
瞬
間
を
、
「
朗
報
だ
！
　
我
々
は
娘
を
結
婚
さ
せ
る
ん
だ
。
一
誰
と
で
し
ょ
う
。

フ
ァ
ル
ッ
選
帝
侯
家
の
あ
る
王
子
に
で
も
？
1
1
と
ん
で
も
な
い
！
　
娘
は
フ
ラ
ン
ス
王
妃
に
な
る
ん
だ
！
」
と
活
写
で
き
た
の
も
、
そ
う
し

た
経
緯
の
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。
　
こ
の
成
婚
を
め
ぐ
る
彼
の
関
心
の
高
さ
は
、
友
人
．
ハ
ル
ポ
の
ボ
ル
ド
ー
一
七
二
五
年
四
月
一
日
付
モ
ン
テ

ス
キ
ュ
ー
宛
書
簡
で
の
「
ピ
ェ
モ
ソ
テ
の
王
女
か
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
王
の
娘
だ
、
と
パ
リ
で
は
噂
さ
れ
て
い
る
」
（
○
。
H
μ
⑦
。
。
）
や
、
デ
ル
ヴ
ィ
ー

二
夫
人
の
パ
リ
同
年
六
月
＝
二
日
付
同
書
書
簡
で
の
「
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
王
夫
妻
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
女
を
要
求
し
て
い
る
者
は
、
ダ
ン
タ
ン
氏
と

ボ
ー
ヴ
ォ
氏
だ
」
（
O
o
旨
・
録
）
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
な
お
、
彼
は
同
年
一
一
月
中
旬
、
『
王
妃
マ
リ
ア
へ
の
忠
告
』
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
ボ

ル
ド
ー
高
等
法
院
で
の
講
演
「
裁
判
の
公
正
を
論
ず
」
を
借
り
、
新
王
妃
誕
生
を
祝
福
し
、
そ
の
美
徳
と
魅
力
に
讃
辞
を
呈
し
て
新
フ
ラ
ン
ス

宮
廷
の
未
来
へ
の
期
待
を
表
明
も
し
た
。
両
者
間
に
は
、
マ
リ
ア
成
婚
を
軸
に
強
固
な
一
体
感
が
す
で
に
確
立
し
て
い
た
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
第
三
点
と
し
て
、
こ
の
新
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
誕
生
を
機
に
両
老
が
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
の
必
要
性
を
も
共
有
で
き
た
背
景
を
あ
げ
た
い
。
こ

れ
は
、
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
に
と
り
『
忠
告
』
が
原
型
を
な
し
、
「
真
の
政
治
」
や
『
自
由
の
声
』
も
こ
れ
に
続
き
え
た
。
他
方
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ

ー
の
そ
れ
は
前
記
講
演
が
原
型
を
な
し
、
二
五
年
執
筆
の
「
政
治
に
つ
い
て
」
や
二
七
年
提
出
の
コ
七
二
五
年
二
月
二
七
日
王
令
に
反
対
す
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る
覚
書
」
に
み
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
入
会
の
二
八
年
、
彼
が
選
択
し
た
道
が
外
交
官
志
望
の
そ
れ
で
あ
っ

た
ば
か
り
か
、
こ
れ
に
よ
り
レ
シ
チ
ン
ス
キ
も
足
跡
を
残
し
た
イ
タ
リ
ア
や
東
欧
各
地
を
遊
歴
す
る
機
会
を
持
っ
た
。
こ
う
し
た
聖
画
か
ら
も
、

両
者
間
に
潜
在
的
な
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
執
筆
に
寄
せ
る
同
時
的
な
共
通
的
衝
動
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
課
題
に
立
ち
返
り
、
今
B
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
両
者
の
交
流
開
始
期
を
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
渡
英
前
に
想
定
し
、
そ
の
論
証
を

試
み
た
い
。

　
先
ず
な
に
よ
り
も
、
彼
の
渡
英
前
の
外
遊
自
体
が
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
乃
至
政
府
仕
官
を
意
図
し
て
な
さ
れ
た
点
を
重
視
し
た
い
。
ま
た
、
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
の
そ
れ
に
時
期
的
に
も
連
動
し
た
観
の
あ
る
渡
英
自
体
も
注
目
に
価
す
る
ば
か
り
か
、
そ
れ
は
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
『
自
由
の
声
』
と

初
期
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
構
想
時
に
合
致
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
渡
英
時
機
自
体
が
、
二
九
年
九
月
に
ル
イ
王
太
子
生
誕
で
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ス
全
土
が
沸
き
に
沸
い
た
直
後
の
一
〇
月
で
あ
っ
た
事
実
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
が
『
暫
学
書
簡
』
で
『
自
由
の

声
』
執
筆
の
限
界
性
を
痛
感
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
思
想
や
実
際
政
治
の
摂
取
に
躍
起
と
な
っ
て
い
た
矢
先
、
本
格
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
を

も
構
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
人
間
的
心
情
に
馳
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
時
期
に
相
当
し
た
。
従
っ
て
、
か
つ
て
も
娘
マ
リ
ア
を
介
し
て
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
に
対
し
た
よ
う
に
、
彼
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
渡
英
に
一
役
買
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
状
況
が
存
在
し
た
。

　
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
自
身
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
行
動
し
た
事
実
は
そ
の
滞
英
時
の
実
績
が
証
明
し
て
く
れ
よ
う
。
彼
も
、
レ
シ

チ
ソ
ス
キ
の
期
待
に
沿
う
か
の
よ
う
に
ク
ラ
ー
ク
の
影
響
を
受
け
た
ば
か
り
か
、
ロ
ッ
ク
研
究
を
深
め
て
そ
の
政
治
思
想
の
本
格
的
摂
取
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

心
掛
け
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
＝
ハ
世
紀
的
伝
統
と
の
出
会
い
を
持
ち
、
実
際
政
治
の
把
握
・
理
解
に
も
尽
力
し
た
と
い
い
う
る
。
そ
の
上
、
帰
国
後

は
古
代
ロ
ー
マ
人
の
誇
り
あ
る
末
窩
を
自
任
し
た
一
憂
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
貴
族
さ
な
が
ら
に
、
『
ロ
ー
マ
人
盛
衰
原
因
論
』
や
『
ロ
ー
マ
住
民
の

節
制
と
古
代
ロ
ー
マ
人
の
不
節
制
の
比
較
』
に
加
え
、
「
国
家
統
治
論
」
の
前
提
と
も
な
り
う
る
『
世
界
王
国
論
』
を
も
結
実
さ
せ
た
。
な
お
、

三
四
年
執
筆
で
紛
失
・
未
刊
の
「
政
治
的
自
由
」
が
『
自
由
の
声
』
に
流
用
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
し
た
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
両
者
間
で

な
ん
ら
か
の
接
触
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
渡
英
直
前
に
開
始
を
告
げ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
の
観
点
を
さ
ら
に
補
強
す
る
目
的
で
、
彼
の
帰
国
直
後
の
あ
る
告
白
、
つ
ま
り
『
わ
が
所
感
』
三
一
年
記
述
の
「
『
リ
ジ
マ
ク
』
i
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
不
運
に
あ
っ
て
神
々
を
信
じ
た
の
と
同
様
、
幸
運
に
あ
っ
て
神
々
を
畏
れ
る
」
（
ン
電
①
㎝
ω
）
に
も
留
意
し
た
い
。
　
こ
の
歴
史
的
人
物
名
自
体

は
、
こ
れ
ま
た
三
一
年
執
筆
の
『
本
妾
の
物
語
』
で
初
見
し
う
る
か
ら
、
尚
更
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
わ
が
所
感
』
で
の
記
述
内
容
は
歴
史

的
人
物
と
も
作
晶
「
リ
ジ
マ
ク
」
と
も
離
れ
た
個
人
的
心
境
の
告
白
と
し
か
い
え
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
問
題
解
明
の
た
め
の
重
要
な
鍵
と
な

り
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
帰
国
直
後
の
彼
が
実
在
の
特
定
人
物
と
の
関
係
で
運
命
的
岐
路
に
立
ち
な
が
ら
も
、
幸
福
感
に
浸
っ
て
い
た
様
子
を
窺

う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
特
定
人
物
に
あ
る
が
、
そ
の
回
想
記
執
筆
時
に
も
レ
シ
チ
ン
ス
キ
名
を
い
Φ
。
ζ
ぎ
ω
ぼ
程
度

で
し
か
表
記
で
き
な
か
っ
た
彼
か
ら
推
し
て
、
こ
こ
に
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
を
歴
史
的
人
物
リ
ュ
シ
マ
コ
ス
ー
カ
ル
ル
＝
一
世
の
将
軍
レ
シ
チ
キ

ン
ス
キ
ー
－
作
品
「
リ
ジ
マ
ク
」
の
連
想
と
同
一
頭
文
字
で
把
握
で
も
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
彼
が
、
こ
の
作
品
「
リ
ジ
マ
ク
」
献

上
前
の
四
九
年
、
改
め
て
『
わ
が
所
感
』
で
「
自
分
の
『
リ
ジ
マ
ク
』
表
題
の
論
考
に
挿
入
で
き
な
か
っ
た
件
。
す
な
わ
ち
、
諸
原
則
が
無
視

さ
れ
て
い
る
が
、
必
要
性
を
論
じ
た
の
で
我
々
は
そ
れ
に
従
っ
た
」
（
冨
℃
♂
①
①
）
と
記
述
も
し
、
問
題
の
実
在
の
特
定
人
物
と
の
継
続
的
関
係

を
も
灰
め
か
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
「
リ
ジ
マ
ク
」
を
『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
』
で
公
刊
予
定
の
五
三
年
、
こ
の
人
物
像
を
よ
り
明
確
に
さ
せ

て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
「
『
リ
ジ
マ
ク
の
対
話
』
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
事
柄
i
諸
原
則
が
無
視
さ
れ
て
い
る
が
、
必

要
性
を
論
じ
た
の
で
我
々
は
従
っ
た
。
私
に
課
せ
ら
れ
た
諸
題
目
は
恵
ま
れ
た
も
の
だ
が
、
私
自
身
は
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
国
家

は
安
泰
だ
が
、
わ
が
家
は
い
つ
も
問
題
だ
ら
け
。
誰
も
が
こ
の
帝
国
で
笑
っ
て
い
る
が
、
悲
し
み
は
わ
が
館
に
あ
る
の
み
…
…
王
様
方
の
奇
妙

な
振
舞
よ
！
　
彼
ら
は
偉
大
な
情
熱
し
か
持
ち
合
せ
が
な
く
、
力
量
と
は
行
動
用
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
身
を
守
る
に
は
い
つ
も
弱
い
。
…
…
」

（
寓
団
b
。
ま
H
）
と
い
う
『
わ
が
所
感
』
で
の
告
白
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
容
易
に
判
読
可
能
な
点
は
彼
が
「
リ
ジ
マ
ク
」
を
実
在
の
特

定
人
物
と
の
対
話
で
構
成
し
、
あ
る
複
数
国
王
に
対
す
る
不
平
不
満
を
羅
列
し
て
『
法
の
精
神
』
執
筆
過
程
で
ル
イ
一
五
世
と
一
体
化
し
て
い

た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
相
当
の
利
害
関
係
を
伴
う
、
か
な
り
長
期
間
の
継
続
的
交
流
関
係
に
あ
っ
た
状
況
で
あ
る
。
以
上
の
諸
点
か
ら
、
帰
国
直

後
の
彼
が
リ
ュ
シ
マ
コ
ス
的
地
位
に
な
り
う
る
千
載
一
遇
の
好
機
を
ボ
ル
ド
ー
・
パ
リ
間
に
位
置
し
た
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
城
滞
在
の
レ
シ
チ
ン
ス
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キ
か
ら
打
診
さ
れ
た
と
想
像
も
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
は
、
彼
の
渡
英
前
の
両
者
の
接
触
と
そ
の
義
務
遂
行
の
実
績
が
絶
対
的
条
件
と
な
り
え
よ

う
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
も
、
三
一
年
記
述
の
『
わ
が
所
感
』
で
の
告
白
は
両
者
の
交
流
開
始
を
彼
の
渡
英
直
前
と
み
な
し
う
る
有
力
な
論
拠

に
な
り
う
る
。

　
こ
う
し
た
両
者
間
に
は
、
当
初
か
ら
原
則
的
双
務
契
約
が
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
そ
れ
が
、
滞
英
書
の
情
報
提
供
や

ル
イ
王
太
子
向
け
「
帝
王
学
教
科
書
」
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
執
筆
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
そ
れ
は
彼
を
晴
舞
台
に
飾
る

こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
「
リ
ジ
マ
ク
」
が
三
一
年
に
流
産
し
た
事
実
か
ら
も
、
前
者
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
で
火
中
の
栗
を
拾
う

愚
か
さ
だ
け
は
回
避
し
て
晴
舞
台
を
飾
ら
な
か
っ
た
と
推
察
で
き
、
現
実
政
治
か
ら
逃
避
し
て
『
法
の
精
神
』
執
筆
に
甘
ん
じ
た
と
も
い
え
よ

う
。
そ
の
際
も
、
前
記
「
政
治
的
自
由
」
が
三
三
年
未
刊
の
『
自
由
の
声
』
を
「
諸
原
則
が
無
視
さ
れ
る
」
形
で
補
強
し
た
と
も
想
定
で
き
、

彼
が
四
七
年
以
前
に
『
自
由
の
声
』
成
立
に
関
与
し
た
余
地
が
あ
り
う
る
、
と
い
う
新
視
点
も
提
起
で
き
よ
う
。

　
問
題
の
本
書
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
国
制
、
と
り
わ
け
顕
在
化
し
た
選
挙
王
制
の
悪
弊
を
批
判
し
、
近
代
的
国
警
改
革
路
線
を
提
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
「
序
章
」
、
「
国
王
」
、
「
閣
僚
」
、
「
上
院
」
、
「
貴
族
」
、
「
協
議
規
範
」
、
「
下
院
」
、
「
下
院
休
会
期
」
、
「
平
民
」
、

「
軍
隊
」
、
「
財
政
」
、
「
司
法
」
、
「
治
安
組
織
」
、
「
国
王
選
挙
」
全
一
五
章
で
構
成
さ
れ
、
貴
族
特
権
リ
ベ
ル
ム
・
ヴ
ェ
ト
撤
廃
、
立
法
・
行

政
・
司
法
・
軍
事
組
織
な
ど
の
近
代
化
、
農
民
や
都
市
民
の
保
護
・
育
成
を
旧
翻
度
社
会
か
ら
の
「
解
放
と
自
由
」
の
立
場
で
力
説
し
て
い
る
。

問
題
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
初
版
で
は
「
治
安
組
織
」
が
英
語
、
「
腰
当
」
、
「
閣
僚
偏
、
「
協
議
規
範
」
、
「
平
民
」
が
ラ
テ
ン
語
表
題
で
あ
る
点
で
あ

る
。
具
体
的
内
容
、
そ
れ
に
「
政
治
的
自
由
」
執
筆
晴
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
そ
の
近
隣
諸
国
へ
の
集
中
的
関
心
（
窯
℃
ミ
『
）

か
ら
も
、
彼
が
「
諸
原
則
が
無
視
さ
れ
て
」
関
与
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
部
分
が
こ
れ
ら
数
章
に
該
当
す
る
と
み
な
せ
よ
う
。
従
っ
て
、
紆
余
曲

折
を
経
て
四
九
年
刊
と
な
る
本
書
は
、
彼
の
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
訪
問
時
に
そ
の
最
終
的
指
導
・
助
言
で
日
の
目
を
見
た
、
と
し
た
い
。
そ
の
「
生

活
規
範
」
で
全
四
〇
箇
条
も
の
信
条
を
自
己
に
課
し
た
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
完
全
主
義
者
的
性
向
に
も
よ
ろ
う
。
な
お
、
そ
の
雅
量
が
本
書
の

匿
名
刊
行
の
理
由
の
一
つ
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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⇒
　
『
法
の
精
神
』
成
立
と
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
役
割

　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
『
自
由
の
声
』
は
、
そ
の
「
序
章
」
を
ロ
ー
マ
人
の
事
績
で
説
き
お
こ
し
て
も
い
る
。
そ
れ
で
も
、
本
書
は
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
主
体
的
文
筆

活
動
の
所
産
と
い
え
、
両
者
の
交
流
関
係
に
あ
っ
て
は
副
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
両
座
間
で
最
優
先
さ
れ
た
課
題
こ
そ
は
画

期
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
が
『
法
の
精
神
』
に
違
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
観
点
を
こ
こ
で
徹
底
的
に
検
証
す
る
必
要
が
る
。
こ
れ
ま
た
、
『
法
の
精
神
』
成
立
を
め
ぐ
り
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
関

与
が
全
く
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
研
究
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
も
先
ず
こ
れ
に
留
意
せ
ざ
る
を

え
な
い
前
提
的
条
件
乃
至
背
景
を
提
示
し
て
み
た
い
。

　
な
に
は
と
も
あ
れ
、
そ
の
第
一
は
レ
シ
チ
ン
ス
キ
が
本
格
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
執
筆
・
刊
行
を
念
願
し
た
と
し
て
も
、
『
自
由
の
声
』
執

筆
や
現
実
政
治
に
も
忙
殺
さ
れ
た
彼
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
か
、
と
い
う
状
況
を
あ
げ
ざ
る
を
え
な
い
。
む
し
ろ
、
逆
に
そ
の
限
界
性
を
当
初

か
ら
痛
感
し
た
彼
が
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
全
面
的
に
依
頼
す
る
形
で
臨
み
、
こ
れ
を
『
法
の
精
神
』
で
結
実
さ
せ
た
と
み
な
せ
な
い
も
の
か
。

つ
ま
り
、
本
書
は
両
者
の
交
流
開
始
時
か
ら
成
人
期
ル
イ
王
太
子
向
け
「
帝
王
学
教
科
書
」
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
と
し
て
構
想
さ
れ
、
一

定
の
双
務
契
約
で
成
立
し
た
に
違
い
な
い
、
と
い
う
仮
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
第
二
は
、
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
の
立
場
か
ら
し
て
『
自
由
の
声
』

と
姉
妹
関
係
を
な
す
は
ず
の
本
書
ま
で
が
匿
名
刊
行
の
形
で
、
そ
の
刊
行
地
が
フ
ラ
ン
ス
国
外
ス
イ
ス
で
あ
っ
た
刊
行
事
情
で
あ
る
。
彼
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

筆
活
動
が
加
速
化
し
た
五
〇
年
前
後
は
、
期
せ
ず
し
て
王
権
側
の
出
版
統
制
が
黙
許
、
さ
ら
に
は
黙
認
さ
れ
始
め
た
時
期
に
相
当
す
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
刊
行
が
結
果
的
に
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
背
景
に
両
老
問
に
存
在
し
た
協
力
関
係
を
推
測
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ

の
第
三
は
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
が
王
権
側
に
絶
大
な
発
言
権
を
留
保
で
き
た
に
し
て
も
、
こ
の
協
力
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
執
筆
者
を
窮
地

に
陥
れ
る
危
険
性
に
対
す
る
配
慮
で
あ
る
。
本
書
が
潜
在
的
に
ル
イ
立
太
子
向
け
「
帝
王
学
教
科
書
」
で
あ
る
こ
と
を
両
者
が
意
識
し
て
い
る

限
り
、
内
政
干
渉
問
題
や
フ
ラ
ン
ス
聖
・
官
界
と
の
不
必
要
な
摩
擦
が
予
測
さ
れ
て
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
両
者
は
当
初
か
ら
そ
の
協

力
関
係
を
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
的
守
秘
義
務
で
徹
底
的
に
隠
蔽
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
節
も
推
察
で
き
な
い
で
も
な
い
。
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以
上
の
よ
う
な
諸
点
を
踏
ま
え
、
『
法
の
精
神
』
成
立
を
両
者
の
交
流
関
係
に
よ
る
最
大
の
所
産
と
み
な
す
観
点
で
、
以
下
に
そ
の
論
証
を

多
角
的
に
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
先
ず
最
初
に
取
り
あ
げ
た
い
論
拠
に
、
そ
の
異
常
と
も
い
い
う
る
本
書
の
執
筆
過
程
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
純
然
た
る
個
人
的
著
作
活

動
の
所
産
と
み
な
す
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
一
定
期
間
内
に
執
筆
・
刊
行
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
観
の
あ
る
下
請
作
業
的
執
筆
過
程

を
知
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
執
筆
者
自
身
が
視
力
減
退
や
眼
病
と
悪
戦
苦
闘
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
約
二
〇
名
の
秘
書
的
執
筆
陣
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

動
員
さ
れ
た
と
い
う
強
行
作
業
振
り
で
も
説
明
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
予
測
外
の
犠
牲
が
、
前
記
『
わ
が
所
感
』
五
三
年
記
述
の
長
文
の
告
白

で
も
知
り
う
る
よ
う
に
、
彼
を
し
て
不
平
不
満
の
限
り
を
綴
ら
せ
た
と
判
断
で
き
う
る
。
そ
の
上
、
そ
の
記
述
内
容
自
体
が
本
書
執
筆
過
程
に

お
け
る
ル
イ
一
五
世
と
一
体
化
し
て
い
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
介
在
を
推
測
し
う
る
有
力
な
決
め
手
と
な
り
う
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　
次
に
、
そ
の
刊
行
段
階
で
の
両
者
間
の
直
接
的
交
流
を
見
過
ご
す
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
本
書
は
、
四
六
年
の
オ
ラ
ン
ダ
で
の
刊
行
が
不
首
尾
に

終
り
、
両
者
の
公
式
的
会
見
後
の
翌
四
八
年
に
刊
行
を
み
た
。
こ
う
し
た
決
定
的
段
階
に
、
彼
が
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
訪
閥
に
踏
切
っ
た
動
機
は
た

ん
に
学
芸
保
護
者
レ
シ
チ
ン
ス
キ
に
対
す
る
衝
動
的
な
援
助
要
請
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
原
則
的
合
意
乃
至
双
務
契
約
に

も
と
つ
く
刊
行
期
限
の
遅
延
に
対
す
る
謝
罪
だ
け
で
は
な
く
、
新
局
面
で
の
新
規
出
版
社
の
紹
介
・
依
頼
に
あ
っ
た
と
み
る
方
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
そ
の
際
、
彼
は
予
測
外
の
出
血
的
犠
牲
を
も
強
調
し
、
双
務
契
約
を
楯
に
全
出
費
の
前
払
い
の
ご
と
き
要
請
を
持
ち
掛
け
た
可
能
性
も
あ

り
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
側
に
も
契
約
不
履
行
が
存
在
し
た
背
景
は
再
度
に
わ
た
る
『
わ
が
所
感
』
で
の
告
白
で
窺
え
る
か
ら
だ

け
で
は
な
い
。
こ
の
訪
問
時
、
彼
が
い
か
に
万
全
を
尽
く
し
た
か
を
そ
の
ミ
ル
ポ
ア
夫
人
同
伴
で
理
解
し
う
る
か
ら
で
も
あ
る
。
彼
女
こ
そ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

同
年
三
月
に
妻
と
死
別
し
た
ば
か
り
の
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
が
寵
愛
し
て
い
た
一
宮
廷
婦
人
と
姉
妹
関
係
に
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の

結
果
で
も
あ
ろ
う
が
、
本
書
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
共
稲
国
書
記
官
ミ
ュ
サ
ー
ル
仲
介
で
ヴ
ェ
ル
ネ
校
正
に
よ
り
刊
行
を
み
た
と
い
い
う
る
。
こ
こ
で

重
視
し
た
い
の
は
、
彼
と
こ
れ
ら
両
ス
イ
ス
人
と
の
文
通
開
始
自
体
が
両
者
会
見
直
後
の
七
月
初
旬
以
降
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
ヴ
ェ
ル
ネ
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

身
が
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
は
旧
知
の
親
ソ
ッ
ツ
ィ
ー
二
派
の
指
導
的
人
物
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
以
上
か
ら
も
、
本
書
刊
行
は
そ
の
必
要
性
を
最
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終
的
に
再
確
認
し
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
が
決
定
的
役
割
を
演
じ
、
そ
の
実
現
を
み
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
第
三
の
論
拠
に
、
本
書
執
筆
・
刊
行
を
め
ぐ
る
両
者
間
の
経
済
的
利
害
関
係
を
あ
げ
た
い
。
具
体
的
に
は
、
彼
の
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
詣
で

は
た
ん
に
本
書
刊
行
助
成
金
要
請
程
度
で
は
な
く
、
そ
の
際
の
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
彼
に
対
す
る
格
別
の
配
慮
や
そ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
発
足
時
の
破

格
の
処
遇
か
ら
し
て
も
、
交
流
開
始
当
初
か
ら
の
契
約
代
金
支
払
い
請
求
、
つ
ま
り
総
決
算
を
意
味
し
た
、
と
み
な
し
た
い
点
で
あ
る
。
こ
う

し
た
金
銭
問
題
が
、
こ
の
訪
問
時
に
話
題
の
焦
点
に
な
っ
た
と
推
測
し
た
い
理
由
は
彼
の
経
済
的
窮
追
状
態
で
説
明
し
う
る
一
方
、
次
の
回
想

記
の
記
述
内
容
で
も
推
定
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
「
フ
ラ
ン
ス
国
王
が
メ
ッ
ス
訪
問
後
、
ロ
レ
ー
ヌ
行
幸
の
際
に
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
廷
臣
は
未

端
の
召
使
に
い
た
る
ま
で
歓
待
さ
れ
た
。
オ
ッ
ソ
リ
ン
ス
キ
公
が
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
ら
全
フ
ラ
ン
ス
廷
臣
は
饗
応
に
与
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
は
と
い
う
と
、
食
卓
が
一
六
も
用
意
さ
れ
、
一
八
万
フ
ラ
ン
以
上
の
費
用
も
国
王
に
支
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
全
フ
ラ
ン
ス

廷
臣
は
…
…
ロ
レ
ー
ヌ
公
が
そ
れ
に
四
、
五
〇
万
フ
ラ
ン
は
支
出
し
た
に
違
い
な
い
、
と
皆
が
思
っ
た
ほ
ど
」
と
い
う
の
が
、
そ
れ
に
桐
当
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
勘
定
高
い
彼
が
宮
廷
長
自
ら
の
不
時
の
出
費
を
具
体
的
に
知
ら
さ
れ
、
そ
の
捻
出
の
苦
労
話
ま
で
を
聞
か
さ
れ
る
羽
目

に
な
っ
た
と
い
え
、
出
版
費
用
に
数
倍
も
す
る
そ
の
全
面
的
請
求
額
が
却
下
さ
れ
た
よ
う
に
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
、
自
制
す
る
に

は
耐
え
ら
れ
な
い
不
平
不
満
を
『
わ
が
所
感
』
で
綴
り
、
こ
れ
を
公
言
で
き
な
か
っ
た
の
も
こ
う
し
た
事
情
に
よ
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
以

上
の
状
況
説
明
か
ら
も
、
本
書
刊
行
が
両
者
間
に
存
在
し
た
交
流
開
始
当
初
か
ら
の
「
諸
原
則
」
、
つ
ま
り
経
済
的
契
約
に
も
立
脚
し
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ
る
。

　
さ
ら
に
あ
げ
た
い
論
拠
は
、
「
二
〇
年
間
に
わ
た
り
、
私
の
著
作
は
芽
生
え
、
成
育
し
、
伸
長
し
、
結
実
し
た
」
と
本
書
の
刊
行
段
階
で
表

明
さ
れ
て
い
る
、
彼
の
回
顧
的
告
白
で
あ
る
。
こ
の
「
序
言
」
の
言
葉
自
体
、
本
書
の
執
筆
着
手
が
そ
の
渡
英
直
前
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
言
し

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
両
者
の
交
流
関
係
を
前
提
に
「
序
言
」
内
容
を
検
討
し
た
い
。
そ
の
際
に
、
特
に
問
題
視
し
た
い
も
の
は
、
そ
の
冒
頭

を
飾
る
ラ
テ
ン
語
献
辞
「
歪
な
く
し
て
生
ま
れ
た
子
」
零
9
Φ
旨
の
ぎ
Φ
ヨ
ρ
鉾
①
。
お
暮
餌
旨
と
結
び
の
「
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
作
品
を
前
に
し
た
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

レ
ッ
ジ
ョ
の
ご
と
く
、
『
余
も
ま
た
爾
工
な
り
』
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
解
釈
が
多
義
多
様
に
論
及
さ
れ
て
き
た
前
者
は
、
本
書
の
最
終
的
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刊
行
決
定
時
の
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
の
境
遇
か
ら
し
て
も
、
敢
え
て
極
論
す
れ
ば
「
そ
の
妻
を
亡
く
し
た
ば
か
り
の
レ
シ
チ
ン
ス
キ
を
父
に
生
誕
を

み
た
成
果
」
と
解
釈
さ
れ
な
い
で
も
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
両
者
間
で
本
書
成
立
の
由
来
が
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
で
回
想
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
の
立
論
で
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
が
帰
国
時
の
三
　
年
に
レ
シ
チ
ン
ス
キ
夫
妻
と
の
出
会
い
を
持
っ
た
背
景
も
想
像
で
き
、
故
人
を
共
に
偲

ぶ
こ
と
も
で
き
た
両
者
に
と
り
こ
れ
以
上
の
献
辞
も
あ
り
え
な
い
客
観
的
状
況
が
存
在
し
え
た
。
ま
た
、
本
書
構
想
・
執
筆
・
刊
行
に
寄
せ
た

両
者
の
合
意
的
意
図
を
表
明
し
尽
く
す
論
理
性
を
も
兼
備
し
て
い
よ
う
。
後
者
は
、
特
定
人
物
の
先
駆
的
業
績
が
本
書
刊
行
に
と
り
決
定
的
役

割
を
演
じ
た
諸
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
と
は
、
両
者
の
継
続
的
交
流
を
前
提
に
す
る
限
り
、
『
王
妃
マ
リ
ア
へ
の
忠
告
』

は
じ
め
、
「
真
の
政
治
」
や
草
稿
段
階
の
『
自
由
の
声
』
な
ど
一
連
の
レ
シ
チ
ン
ス
キ
初
期
文
筆
活
動
の
成
果
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。
彼
が
、

こ
れ
ら
原
画
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
を
描
き
直
し
た
も
の
こ
そ
『
法
の
精
神
』
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
告
白
し
て
い
る
よ
う
に
も
判
読
で
き

る
ば
か
り
か
、
こ
れ
を
否
定
し
う
る
積
極
的
根
拠
も
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。

　
最
後
に
、
『
自
由
の
声
』
刊
行
に
先
行
し
て
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
が
『
法
の
精
神
』
刊
行
前
後
に
執
筆
し
た
は
ず
の
、
「
王
国
行
政
論
」
を
論
拠
に

し
て
み
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
念
願
の
画
期
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
が
『
法
の
精
神
』
に
結
実
し
つ
つ
あ
っ
た
四
七
年
の
モ

ン
テ
ス
キ
ュ
ー
来
訪
時
、
彼
が
そ
の
高
度
な
普
遍
性
を
評
価
し
た
も
の
の
、
そ
の
抽
象
性
、
暖
昧
性
、
複
雑
性
な
ど
の
限
界
性
を
誰
よ
り
も
鋭

く
見
抜
く
機
会
を
持
ち
、
早
速
独
自
の
ル
イ
王
太
子
向
け
『
法
の
精
神
』
用
「
解
説
的
副
読
本
」
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
そ
の
具
体
的
成
果
が

本
「
王
国
行
政
論
」
に
な
っ
た
と
み
な
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
彼
か
ら
す
れ
ば
『
法
の
精
神
』
は
た
ん
な
る
「
近
代
政
治
学
百
科
」

的
著
作
に
映
じ
た
面
が
あ
る
と
い
え
、
　
こ
れ
を
補
強
す
る
必
要
が
本
論
や
す
で
に
指
摘
し
た
著
作
に
加
え
、
こ
の
時
期
に
　
『
意
志
と
理
性
と

の
闘
い
』
G
。
§
守
ミ
§
ミ
竃
N
§
愚
ミ
§
ミ
§
於
§
（
ナ
ン
シ
ー
、
一
七
四
九
）
、
『
精
神
の
危
機
』
、
§
亀
塁
の
ミ
N
題
翫
§
恥
ミ
防
§
N
、
馬
蝉
ミ

（
刊
行
地
不
明
、
同
上
）
、
『
道
徳
の
諸
題
目
』
肉
幾
巽
ご
蕊
恥
ミ
織
き
ミ
恥
砺
N
ミ
ミ
砺
§
§
。
§
貯
（
同
、
一
七
五
〇
）
な
ど
を
も
執
筆
・
刊
行
さ
せ
た
、

と
い
い
う
る
。
因
に
、
問
題
の
「
王
国
行
政
論
」
は
こ
う
し
た
観
点
を
裏
付
け
て
く
れ
る
か
の
よ
う
に
、
前
章
冒
頭
部
で
引
用
の
序
言
に
加
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
「
政
治
の
大
原
則
は
、
世
界
中
で
共
通
な
り
」
と
力
説
し
な
が
ら
も
、
「
お
前
の
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
我
々
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
そ
れ
と
は
な
ん
ら
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⑰

の
共
通
性
も
な
い
」
点
を
指
摘
し
、
特
殊
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
茎
立
揚
を
強
調
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

た
具
体
的
留
意
項
目
が
続
く
そ
の
本
文
で
も
、
そ
う
し
た
姿
勢
は
一
貫
し
て
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
、
「
買
占
人
・
不
貞
行
為
・
農

業
・
匿
名
行
為
・
大
使
・
野
心
・
友
人
・
金
銭
・
軍
隊
・
兵
器
庫
・
芸
術
・
暗
殺
者
・
慈
善
・
権
威
・
弁
護
士
・
予
備
冤
；
破
産
・
利
得
・
善

行
・
小
麦
・
中
傷
家
・
教
理
問
答
集
・
詐
欺
師
・
狩
猟
・
訴
訟
沙
汰
・
学
校
・
征
服
・
浮
気
女
・
犯
罪
人
・
贈
与
・
不
品
行
・
専
制
政
治
・
負

債
・
不
運
・
離
婚
・
文
筆
家
」
ま
で
に
紙
幅
の
半
分
が
割
か
れ
、
「
文
筆
家
」
に
一
割
強
約
五
頁
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
貯
蓄
・

懲
戒
・
寵
愛
・
女
性
・
誠
実
・
財
政
・
戦
争
・
異
端
派
・
名
誉
・
偽
善
・
種
痘
・
地
方
総
監
・
司
法
・
リ
ヨ
ン
・
行
政
官
・
乞
食
の
境
遇
・
大

臣
・
貴
族
・
士
官
・
情
念
・
パ
リ
・
権
力
・
哲
学
者
・
政
治
・
人
口
・
法
規
・
国
民
代
表
・
汚
職
・
裁
判
」
と
続
き
、
総
計
六
五
項
目
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
選
定
留
意
項
目
と
そ
の
内
容
自
体
か
ら
し
て
、
『
法
の
精
神
』
と
は
対
極
的
に
個
別
重
点
主
義
的
で
あ
り
、
抽
象
性
や
曖

昧
性
の
余
地
も
な
く
、
そ
の
単
純
明
解
性
は
一
目
瞭
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
本
論
は
、
四
七
年
再
婚
後
の
ル
イ
王
太
子
向
け

「
帝
王
学
教
科
書
」
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
を
『
法
の
精
神
』
で
期
し
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
が
、
本
書
の
限
界
性
を
克
服
す
る
べ
く
万
全
を
尽

く
し
た
人
間
的
心
情
の
所
産
で
あ
る
と
い
え
、
そ
の
「
副
読
本
」
で
あ
っ
た
と
み
な
し
た
い
。

　
そ
の
晩
年
、
曾
孫
ル
イ
一
六
世
の
成
育
に
も
傾
倒
し
た
彼
は
ロ
ッ
ク
に
依
拠
し
て
舞
踏
の
効
用
ま
で
を
「
ル
イ
王
太
子
宛
教
育
論
」
閑
窪
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

箆
。
湯
。
。
q
H
一
”
Φ
曾
＄
鉱
9
暮
℃
震
江
o
q
嵩
σ
器
旨
Φ
導
。
。
9
8
置
Φ
α
①
。
。
℃
慧
口
。
Φ
ω
呂
衆
。
。
器
。
。
㊤
⊆
∪
き
℃
ぼ
⇒
讐
唱
鐙
Φ
良
①
ぴ
0
9
ω
渥
く
H
で
助
言
し
、

フ
ラ
ン
ス
宮
廷
の
健
全
な
る
未
来
を
夢
み
た
。
こ
う
し
た
彼
の
行
動
様
式
を
も
踏
ま
え
、
ル
イ
王
太
子
生
誕
直
後
の
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
渡
英
直

前
の
両
者
の
交
流
開
始
と
そ
れ
以
降
の
継
続
的
交
流
関
係
を
も
検
証
し
え
た
今
、
こ
れ
ま
で
に
試
み
た
論
証
に
も
と
づ
き
以
下
の
よ
う
な
新
視

点
を
提
起
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
黄
金
期
を
飾
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
『
法
の
精
神
』
も
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
彼
と
の
交

流
関
係
に
よ
る
最
大
の
所
産
と
み
な
せ
な
い
も
の
か
、
つ
ま
り
、
ル
イ
王
太
子
向
け
「
帝
王
学
教
科
書
」
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
を
期
そ
う

と
し
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
存
在
が
な
け
れ
ば
本
書
は
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
そ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
①
い
①
。
江
。
冨
b
§
・
ミ
‘
押
胡
噛
甥
。
σ
Φ
降
ω
訂
。
江
①
8
図
ど
ミ
σ
噛
§
穀
§
N
緊
議
　
　
9
ミ
ミ
馬
勲
魂
曳
言
言
㌧
○
蓉
。
益
弘
O
臼
》
℃
藁
。
。
O
㍊
戸
b
。
．
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②
　
そ
の
著
作
と
往
復
書
簡
は
、
す
べ
て
㊤
い
ミ
題
8
§
辱
ミ
器
§
§
ミ
q
肋
－

　
Q
ミ
ミ
、
〉
ロ
島
①
竃
器
。
。
O
ロ
（
0
9
Y
H
占
H
㌍
℃
9
二
ρ
お
9
一
お
綾
に
依
拠
し
、
著

　
作
活
動
や
年
譜
は
鼠
。
艮
。
。
。
ρ
三
〇
ξ
㊧
ミ
遷
の
§
愚
§
恥
勲
P
＜
・
o
①
一
Φ
け
∪
．

　
○
ω
け
霞
（
o
α
ω
．
）
」
娼
ρ
二
ω
」
お
鎗
…
ω
冨
。
箆
簿
。
戸
当
．
ミ
‘
℃
勺
■
き
O
ム
O
。
。
や
樋

　
口
謹
一
編
『
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
研
究
』
白
水
社
、
一
九
八
四
、
巻
宋
の
も
の
を
参

　
照
し
た
。

③
　
銅
蜜
器
ヨ
ρ
卜
a
§
ミ
ミ
9
馬
§
N
帖
ミ
§
切
情
ミ
N
ミ
勲
℃
㊤
甑
ρ
一
。
。
。
。
q
、
℃
．

　
一
b
。
伊
な
お
、
引
用
は
関
口
「
ス
タ
ニ
ラ
ス
一
世
の
紀
伝
に
就
い
て
」
、
　
一
〇
五
頁

　
の
も
の
を
一
部
改
変
。

④
ω
冨
。
H
畠
①
8
員
§
●
ミ
‘
℃
℃
．
ま
ふ
メ

⑤
こ
の
時
機
に
関
し
て
は
、
幻
。
ω
響
。
「
o
≦
ω
臨
㌧
卜
薦
ミ
四
魯
…
㌧
や
b
。
ド

⑥
≦
胤
⑦
斗
ひ
ω
冨
㌧
§
．
ミ
こ
H
、
①
ω
．

⑦
の
囲
蚤
。
H
鶏
⑦
8
夢
§
・
ミ
こ
唱
℃
・
譲
為
ρ
ω
謀
1
ω
窃
や
古
賀
英
三
郎
『
モ
ン
テ

　
ス
キ
ュ
ー
』
講
談
社
（
『
人
類
の
知
的
遺
産
』
三
九
）
、
一
九
八
二
、
九
八
－
一
七

　
六
頁
参
照
。

⑧
　
執
筆
年
代
は
、
い
8
9
塁
嘆
①
竃
。
一
一
酵
ρ
卜
騎
暮
駄
ミ
苛
§
智
§
§
讐
炉
馬
画
§

む

す

び

　
§
曳
ミ
題
罫
轟
§
ミ
鴨
超
縞
§
斜
翠
①
ω
ω
①
d
暖
く
⑦
話
平
心
鉱
「
①
α
。
じ
Φ
琶
ρ
一
㊤
蚕

　
℃
や
ω
畠
山
窯
に
も
依
拠
し
た
。

⑨
O
馬
8
き
ミ
ミ
：
こ
や
ρ

⑩
森
原
前
掲
論
文
、
四
六
頁
参
照
。

⑪
　
ω
冨
。
鶯
①
8
P
§
．
ミ
‘
℃
℃
■
b
。
b
。
O
凸
。
。
Q
。
■

⑫
N
ミ
3
℃
」
。
。
9
盆
●
b
。
．

⑬
こ
の
人
物
の
現
身
性
は
、
ト
レ
ヴ
ァ
隅
ロ
ー
バ
ー
（
小
川
晃
丁
石
坂
昭
雄
・

　
荒
木
俊
夫
訳
）
『
宗
教
改
革
と
社
会
変
動
』
未
来
社
、
　
一
九
七
九
、
七
四
頁
で
も

　
知
り
う
る
。

⑭
　
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
宮
全
陣
容
一
覧
は
、
鳥
、
と
ヨ
び
㊦
3
0
特
．
職
計
℃
や
鱒
O
や
ト
⊃
O
α
が

　
詳
し
い
。

⑮
古
賀
前
掲
書
、
一
三
九
i
一
四
二
頁
参
照
。

⑯
即
。
言
霊
§
■
ミ
‘
H
H
』
8
・

⑰
N
ミ
3
℃
．
b
。
O
ド

⑱
さ
ミ
”
℃
℃
』
8
歯
。
。
。
。
。

⑲
奪
ミ
・
唱
・
6
0
占
。
。
。
。
・
ロ
ッ
ク
引
用
箇
所
は
、
や
δ
伊

　
レ
シ
チ
ン
ス
キ
は
、
既
出
の
筆
名
℃
げ
出
。
。
。
o
℃
げ
①
び
δ
昌
h
巴
ω
ω
㊤
昌
ダ
諺
鼠
ω
け
。
以
外
に
d
⇔
国
ρ
げ
津
㊤
切
梓
α
Φ
∪
㊤
昌
伴
凪
ρ
い
①
竃
巴
實
。
帥

客
㊤
⇔
o
メ
q
旨
幻
o
S
Q
ロ
ω
巴
σ
q
器
口
巴
℃
巳
。
口
鉱
ρ
∪
霞
宅
。
琶
昏
似
鉱
σ
q
①
毛
Φ
慶
雲
鉱
ω
ρ
ω
N
㌶
o
げ
9
0
（
一
シ
ュ
ラ
フ
タ
ー
貴
族
）
な
ど
を
使
用

　
①

し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
る
文
筆
活
動
は
、
同
時
代
人
に
格
別
の
感
銘
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
晩
年
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
ボ
ル
ド
ー
一
七
五
四
年
一
二
月
一
七
日
付
ソ
リ
ニ
ャ
ッ
ク
宛
書
簡
で
「
我
々
は
論
文
で
は
事
欠
か
な
か
っ

た
が
、
論
文
を
編
集
す
る
才
能
と
意
欲
と
を
兼
備
し
た
人
物
を
欠
い
て
い
た
」
（
O
O
目
巴
．
　
刈
ω
一
）
と
述
懐
し
、
彼
を
回
想
し
た
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
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も
ま
た
、
晩
年
の
フ
ェ
ル
ネ
i
一
七
六
〇
年
八
月
一
五
日
付
レ
シ
チ
ソ
ス
キ
宛
書
簡
で
「
自
分
が
陛
下
の
宮
廷
で
過
ご
し
た
幸
福
な
日
々
を
、

よ
り
一
層
深
く
よ
り
丁
重
な
感
謝
の
念
で
い
つ
ま
で
も
回
想
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
（
】
…
W
¢
U
⇔
け
。
　
H
）
り
H
偽
Φ
）
と
綴
り
も
し
た
。
そ
の
『
学
問

芸
術
論
』
で
レ
シ
チ
ン
ス
キ
を
論
敵
に
で
き
た
ル
ソ
ー
は
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
へ
の
回
答
」
で
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
　
一
人
の
偉
大
な
君
主
が

　
　
②

い
ま
す
」
と
結
び
、
そ
の
翌
五
二
年
秋
に
は
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
で
『
村
の
占
い
師
』
を
ル
イ
一
五
世
の
御
前
で
披
露
す
る
機
会
を
持
っ
て
い

た
。
彼
も
ま
た
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
遺
志
を
継
ぐ
か
の
よ
う
に
独
自
の
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
治
論
』
を
執
筆
し
た
そ
の
晩
年
、
こ
れ
を
彼
の
霊
前

に
捧
げ
る
心
境
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
に
触
れ
た
以
外
に
ロ
レ
ー
ヌ
に
レ
シ
チ
ン
ス
キ
詣
で
を
な
し
た
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

想
家
に
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
、
モ
ル
レ
な
ど
も
あ
っ
た
。

　
他
方
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
は
そ
の
協
力
者
コ
ナ
ル
ス
キ
を
自
ら
の
直
系
的
継
承
者
と
し
て
育
成
す
る
上
で
貢
献
を
な
し
た
ば
か
り
か
、
ザ
ウ
ー

ス
キ
、
オ
ラ
チ
ェ
フ
ス
キ
℃
●
○
茜
o
N
Φ
芝
。
。
霞
、
ク
ラ
シ
ン
ス
キ
》
・
雲
門
霧
罫
ω
ぼ
な
ど
に
も
西
方
へ
の
窓
を
開
き
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
の

確
立
・
発
展
を
期
し
た
。
こ
う
し
て
、
東
洋
趣
味
の
漂
う
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ル
宮
や
新
興
文
化
的
中
心
地
ナ
ン
シ
ー
は
東
西
フ
ィ
ロ
ゾ
！
フ
の
知
的

交
流
を
促
進
す
る
絶
好
の
場
を
提
供
し
続
け
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
・
検
討
自
体
、
た
ん
な
る
状
況
説
明
の
域
に
留
ま
り
う
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
残
る
問
題
に
こ
う
し
た
レ
シ
チ
ン

ス
キ
を
起
用
し
た
北
方
戦
争
後
の
フ
ラ
ン
ス
政
界
の
主
体
的
役
割
を
再
検
討
す
べ
き
必
要
性
も
あ
り
う
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
シ
チ

ン
ス
キ
を
座
標
軸
に
据
え
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
研
究
の
深
化
を
期
す
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
像
の
再
構
成
を
も
意
図
し
た
立
場
上
、

と
り
あ
え
ず
本
論
で
の
論
点
を
整
理
し
て
以
下
に
そ
れ
ら
を
総
括
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
先
ず
第
一
点
は
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
初
期
著
作
、
と
り
わ
け
『
哲
学
書
簡
』
成
立
を
可
能
に
し
た
背
景
に
レ
シ
チ
ン
ス
キ
の
家
系
的
伝
統
に

培
わ
れ
た
も
の
と
離
散
ポ
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
の
介
在
を
検
証
で
き
た
だ
け
で
は
な
い
。
北
方
戦
争
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
と
い
う

国
際
関
係
的
野
契
機
の
み
か
、
こ
れ
ら
の
一
当
事
者
で
も
あ
っ
た
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
彼
と
の
交
流
関
係
が
無
視
で
き
な
い
側
面
も
明
白
に
し
え

た
。
そ
の
意
味
で
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
客
観
的
に
演
じ
た
役
割
に
内
外
二
分
置
ー
ラ
ン
ド
一
六
世
紀
的
伝
統
を
そ
の
正
統
的
継
承
者
レ
シ
チ
ン

78　（246）



フランス啓蒙恩想とレシチソスキの役割（中山）

ス
キ
に
接
合
さ
せ
た
点
も
否
定
で
き
ず
、
そ
の
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
の
原
像
に
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
を
経
由
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
兄
弟
団
ー
ソ

ッ
ツ
ィ
ー
二
派
の
先
駆
的
フ
ラ
ン
ス
拠
点
の
構
築
者
の
役
割
の
あ
る
こ
と
を
提
起
し
え
た
。

　
第
二
点
は
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
に
ヨ
ー
臣
ッ
パ
有
数
の
先
駆
的
啓
蒙
君
主
の
基
本
的
条
件
を
賦
与
し
た
も
の
に
、
そ
の
家
系
的
伝
統
と
前
半
生

の
所
業
を
踏
ま
え
て
後
半
生
に
集
中
し
た
文
筆
活
動
の
果
た
し
た
役
割
が
あ
る
こ
と
を
明
白
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
彼
は
ポ

ー
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
の
内
外
二
大
源
流
と
な
り
う
る
そ
の
一
六
世
紀
的
伝
統
の
主
体
的
接
合
を
体
現
し
た
と
い
い
う
る
。
ま
た
、
そ
の
過
程
で

彼
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
統
治
論
」
た
る
『
自
由
の
声
』
ぽ
か
り
か
、
「
黄
金
の
世
紀
」
　
一
六
世
紀
ポ
ー
ラ
ン
ド
的
伝
統
の
再
興
を
フ
ラ
ン
ス
宮
廷

に
託
し
、
そ
の
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
を
念
願
に
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
や
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
そ
の
役
割
を
最
大
限
に
演
じ
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
背
景
を
論
証
し
え
た
は
ず
で
あ
る
。

　
第
三
点
と
し
て
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
交
流
関
係
を
重
点
的
に
検
討
し
た
結
果
、
先
ず
そ
の
接
触
開
始
時
期
を
彼
の
渡
英

直
前
、
つ
ま
り
二
九
年
秋
に
特
定
し
た
。
ま
た
、
年
老
の
交
流
目
的
は
基
本
的
に
は
レ
シ
チ
ン
ス
キ
念
願
の
ル
イ
王
太
子
向
け
「
帝
王
学
教
科

書
」
的
「
フ
ラ
ン
ス
統
治
論
」
に
相
当
す
る
『
法
の
精
神
』
執
筆
・
刊
行
で
あ
っ
て
、
『
自
由
の
声
』
に
対
す
る
副
次
的
協
力
関
係
の
可
能
性

を
も
提
示
で
き
た
。
こ
う
し
て
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
実
像
解
明
に
も
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
の
交
流
関
係
が
無
視
で
き
な
い
点
を
指
摘
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
ま
た
、
両
者
の
交
流
は
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
そ
れ
と
の
延
長
線
上
に
位
置
し
、
さ
ら
に
レ
シ
チ
ン
ス
キ
は
ル
ソ
ー
と

の
そ
れ
を
も
期
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
と
フ
ラ
ン
ス
三
大
啓
蒙
思
想
家
と
の
交
流
関
係
は
等
閑
視
で
き
ず
、

フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
に
お
け
る
彼
の
役
割
は
再
評
価
さ
れ
て
よ
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

　
本
論
は
、
以
上
か
ら
黄
金
期
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
確
立
に
レ
シ
チ
ン
ス
キ
が
演
じ
た
役
割
を
無
視
し
て
は
望
ま
し
い
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
像

の
再
構
成
も
期
し
難
い
点
を
論
及
し
え
た
だ
け
で
は
な
い
。
啓
蒙
思
想
研
究
に
と
り
な
お
一
層
の
国
際
関
係
的
視
点
、
東
西
知
的
交
流
を
可
能

に
さ
せ
た
総
体
的
な
変
革
的
社
会
運
動
の
把
握
、
東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
相
対
主
義
的
・
多
中
心
主
義
的
認
識
な
ど
の
必
要
性
も
指
摘
で
き
た
。

こ
う
し
た
姿
勢
に
よ
り
、
そ
の
伝
統
的
構
図
も
修
正
で
き
、
研
究
自
体
の
飛
躍
的
発
展
も
可
能
と
な
り
え
よ
う
。
そ
の
点
、
レ
シ
チ
ン
ス
キ
研
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究
を
も
風
化
さ
せ
る
過
程
で
隆
盛
の
極
に
あ
る
観
の
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
研
究
に
問
題
が
な
い
で
も
な
い
。
た
と
え
彼
が
王
権
側
の
人
物
で
あ

っ
た
に
し
て
も
、
革
命
時
代
に
東
部
辺
境
ロ
レ
ー
ヌ
再
統
合
者
ル
イ
剛
五
寸
像
を
破
壊
し
た
革
命
的
ロ
レ
ー
ヌ
市
民
ま
で
が
彼
の
像
を
建
立
し

④た
と
い
う
か
ら
、
尚
更
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
伝
統
的
な
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
研
究
に
も
、
克
服
さ
れ
て
よ
い
ソ
ビ
エ
ト
史
学
的
限
界
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
同
質
の
も
の
が
映
じ
て
な
ら
な
い
。
ま
た
、
…
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
も
確
立
の
偏
見
的
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
反
映
も
濃
厚
と
い
う
ほ

か
な
い
。
そ
う
し
た
研
究
動
向
に
本
論
が
さ
さ
や
か
な
貢
献
を
な
し
う
る
と
す
れ
ぼ
、
望
外
の
栄
誉
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ヨ
に
ソ
タ
ル

　
①
　
簿
、
＜
・
b
。
武
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
そ
れ
は
東
洋
人
の
後
進
性
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
優
越
を
繰
り
返
し
主

②
　
㊧
臨
ミ
羽
s
9
意
§
a
§
S
S
沁
§
鈎
馬
§
ひ
き
§
馬
ミ
趣
職
ミ
§
㌔
喬
曾
ミ

　
N
跨
§
縣
塁
ミ
無
ミ
鳶
ミ
恥
ミ
ミ
ミ
餐
題
§
§
窃
N
升
座
鳥
ミ
§
§
§
馬
§
§
始
同
－

　
区
く
H
H
b
勺
p
議
。
。
b
一
Q
◎
b
こ
O
ム
Q
。
○
。
G
。
、
囲
噌
諏
．

③
哨
⑦
冠
ヨ
§
㌔
o
》
ミ
‘
や
δ
O
嚇
頃
ρ
耳
ρ
愚
．
ミ
こ
や
お
b
。
．

④
関
口
「
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
一
世
の
紀
伝
に
就
い
て
」
、
一
〇
六
頁
。

⑤
　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
W
・
サ
イ
ー
ド
（
板
垣
雄
三
・
杉
田
英
明
監
修
、
今
沢
紀
子
訳
）

　
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
、
八
頁
か
ら
、
彼
の
死
後
二
世
紀

　
に
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
リ
エ
ン
ト
観
が
も
つ
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
い
う
も
の
が
あ

生
し
、
よ
り
自
律
的
に
、
よ
り
懐
疑
的
に
物
難
を
考
え
よ
う
と
す
る
人
物
が
異
な

る
見
解
を
と
る
可
能
性
を
踏
み
に
じ
っ
て
し
ま
う
の
が
常
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘

に
接
し
、
そ
の
特
質
の
一
端
を
知
り
う
る
。
た
と
え
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
」
を
「
フ
ラ
ン
ス
」
と
「
フ
ラ
ン
ス
人
」
に
、
「
ナ
リ
エ
ソ
ト
」
と

　
ナ
リ
エ
ン
タ
ル

「
東
洋
人
」
を
「
東
欧
」
と
「
ス
ラ
ブ
民
族
に
」
置
き
換
え
て
も
、
こ
れ
は
通
用

す
る
だ
ろ
う
。
伝
統
の
あ
る
パ
リ
の
東
洋
語
学
校
が
、
ス
ラ
ヴ
研
究
の
一
中
心
を

荷
つ
た
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
の
こ
と
で
あ
る
が
。
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〔
付
記
〕
　
本
論
は
、
関
西
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
会
第
六
七
回
例
会
（
一
九
八
六
年
四
月
目

　
　
　
彦
氏
と
執
筆
最
終
段
階
で
助
言
を
受
け
た
森
原
隆
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

で
の
報
告
に
も
と
つ
く
。
そ
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
服
部
春

（
京
都
産
渠
大
学
教
授

）



The　Establishment　and　the　Prernises　of　the

Law　of　the　Koden　Kanmotsu公田官物Rate

by

Seiji　Katsttyama

　　In　’this　article，　the　author　made　efforts　to　investigate　the　premises

of　the　6’stablishment　of　the　law　of　the　feoden　feanmotsu　rate，　which　has

been　understood　as　a　poliey　response　by　the　court　to　the　appeals　against

the　tyranny　by　the　koleushi国司．　It　became　clear　that　in　the　firSt　half　of

the　11th　century，　the　various　taxes　that　had　been　included　in　the　206葱雑役

gradually　changed　and　became　proportional　to　paddy　field　area，　providing

the　conditions　for　the　overall　reform　of　the　tax　system，　and　leading　to

the　establishment　of　local　taxation　based　on　the　natural　characteristics

and　productive　base　of　each　region．　We　can　summerize　the　historical

significance　of　the　reform　of　the　feanmotstt　system　in　the　following　three

pQints：　（1）　lt　restricted　arbitrary　setting　of　the　tax　rate　of　kamnotsz｛

by　the　gz｛ryo受領．（2）The　fean”¢otsu　became　a　separate　tax，　which　led

to　the　annual　tax　syste皿of　the　middle　ages。（3）AsYstem　was　estab・

1ished　in　which　the　main　tribute　to　the　government　was　Lmiformly

paid　by　the　feanmotsu．

French Enlightenment　and　the　Role　of

Stanislaw　Leszczyfiski

by

Akiyoshi　Nakayama

　　The　influence　of　the　West　European　Enlightenment　on　Eastern　Europe

is　generally　considered　to　have　been　overwhelming．　This　article　focuses，

however，　on　the　important　role　of　Stanislaw　Leszcyfiski　（Z677－1766；

Polish　king，　1704－09，　33－36，　Dul〈e　of　Lorraine，　37－66）　in　the　formatioR

of　the　French　Enlightenment，　relating　to　his　personal　relationships　with

（324）



the　contemporary　French　philosophers　and　the　French　court，　and　it　brings

forth　the　following　assertions：

　　1．　The　role　of　the　Polish　Brethren，　a　legitimate　suceessor　to　the

Polish　traditions　of　the　16th　century　and　a　leading　nucleus　of　the　So－

cinians，　is　essential　to　a　clear　understanding　of　the　development　of　the

English　Enlightenment．

　　2．　The　early　activities　of　Voltaire　were　conducted　by　the　pro－Socinian

Leszczyfiski，　the’then　father－in－law　of　Louis　XV．　The　real　proto－image

of　Voltaire，　therefore，　was　a　pioneer　in　introducing　the　Polish　dispersed

traditions　through　England　to　Leszczyfiski，　a　chief　successor　to　them，

and　in　establishing　a　French　base　for　the　Socinians，　namely　the　Polish

Brethren．

　　3．　The　fundamental　condition　for　LeszczyAski　as　a　forerunner　of　the

enlightened　ruler　can　be　attributed　mainly　to　his　writing　activities

during　the　second　half　of　his　long　life　after　his　daughter’s　marriage　to

Louis　XV．　ln　this　way，　Leszczyfiski　embodied．the　junction　of　separate

Polish　tyaditions，　adopting　the　English　pro－Socinian　phi1osophy　of　Locke

and　Newton，　and　wrote　Glos　wolny　wolnoS6　ztbezPieczaia．　cy　as　a　guideline

to　the　Polish　government　and　others．

　　4．　Montesquieu’s　L’EsPrit　des　lois　was　a　fruit　of　his・long　relationship

with　Leszczyltski　after　the　blrth　of　the　French　prince，　his　sole　grandson

in　1729．　This　is　the　very　reason　’翌?ｙ　Leszczyfiski’s　family　relationship

with　the　French　court　lnduced　Montesquieu　to　write　this　book　as　a

guidellne　to　the　French　government．

　　5．　The　influence　of　the　Polish　traditions　of　the　16th　century　on　tlte

French　Eniightenment　is　traceable　and　undeniable　through　England　by

Voltaire　and　iMontesqui．eu　．　and　directly　．　by　Leszczyfiski　from　Poland．

Therefore，　in　the　traditional　perspective　of　’the　European　Enlightenment

there　is　room　for　modification，　and　there　is　a　need　to　emphasize　the

mutual　intellectual　interchange　between　the　Western　and　the　Eastern

European　countries　in　the　Age　of　Enlightement．
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